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第

十

八

怨0
1

五
八〕

，
『

其
は
悅
樂
を
以
つ
て
爲
さ
れ
し
や』

S
云
ふ
問
は 

あ
ら
ゆ
る
裝
飾
に
關
す
る
芷
し
さ
問
で
あ
る 

> 
困
»

な 

る
仕
事
に
も
製
作
者
の
悦
び
が
な
け
れ
ば
.な
ら
な
い
V 

然
ら
ざ
れ
ば
生
氣
あ
る
も
，の
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
ぅ 

製
作
者
の
幸
福
其
は
絕
翁
的9

.

條
件
で
あ
る
。
.吾

.『

迕
々
は#
姝
の
性
質
の
衆
侈
乂
は
决
沽
の
#
姐
設
備|:
.就
い
て
そ
が 

勢
働
^
乂
は
從
也

LL

與
ふ
る
仕
都
が
、
然
ら
ざ
れ
ば
齊
人
|:
彼
等
|:
與 

へ
ぅ
可
合
仕
祺
ど
冏
じ
く
健
全
に
し
て
且
つ
滴
乜
る
も
の
な
り
や
杏
や 

か
愉
マ
る
の
風̂
が
持
つ
壤
な
い
。
人
十
絕
對
的
浓
活
必
歌
品
か
與
ふ 

る
丈
け
で
は
舟
分
で
な
い
、
#
人
it
齊
々
の
要
求
が
必
然iマ
る
所
の 

也
活
カ
式|:
つ
い
て
者
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
出
來
ぅ
る
腿
り
晋
人 

の
必
要
かI
て
、
錕
等
の
供
紿
じ
於
い
て
貧
救
を
猱
ふ

3
典
|:
说
|:
彼 

等
^
峁
上
せ
し
む
る
も
の
れ

-̂
'
し
む
可
く
カ
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
彼 

等
.の
仕
祺
以
上

|:
人
を
教
ふ
る¥
ょ
り
も
人
以
上
の
仕
褂
か
與
ふ
る
.净 

.が
述
4
|:
澈
義
ぁ
る5|
£
で
ぁ
|る』

i 

-

第

二

號

ー

.〇

.四 

製
作
者
を
見
る
の
で
あ
る
o

美
漱
の
世
界
に
入
つ
た
彼 

.は)

更
に
人
間
の
ii
i
界
に
入
る
の
で
あ
る
。

斯
ヾ
し
て
^
 

は
後
の
社
會
改
造
論
者
に
少
^
か
ら
ざ

る
嗎
示
を
興
へ 

た
の
で
あ
る
o
然
か
も
彼
が
全
然
此
の
if
し
&
世
界
に 

沒
入
す
る
迄
に
は
軍
に
十
餘
年
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
り 

其
の
間
に
，「

七
燈」

：
の
所
說
を
發
鹿
せ
し
め
た『

グ
エ 

一
一
ス
の
石』

マ」
r

近
世
薇
家
論』

殘
卷
三
部
と
の
著
述 

が
*

“
又
多
く
の
S

®
が
あ
る)

故
に
此
の
十
餘
年
は 

1

時
に
飛
1«
し
て
一
八
六
0
年
に
迫
る
べ 

<
傅
餌
々
者 

の
省
筆
を
許
さ
V
る
所
の
も
の
で
あ
ら
ラ
。

(

此
稿
完)

此
の
後
年
オ
タ
ス:

フ
ォ
ー
ド
講
義
の
中
に
述
べ
ら
れ 

た
所
說
の
某
礎
は
眈
に
こ
、
に
.形
成
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の 

で
あ
る
’

か
く
て
ラ
ス
キ
ン
は
傷
術
を
見
美
術
を
み
て
同
時
に

!
I

1
I

I

i
I

!
\

S
i
!
|

j

!
!
!
\
P

!%

\

I

i

i

I

I

I

-雜

錄

r

近
世
磯
家
論

」

第
一一

翁
よ
w
r趑
锻
の
七
燈

jll

至
る
造

リ

カ

ア

ド

ォ

派

社

會

. 

、
 

'生

義

概

論

:2) 

_ 

.

誠

：
'V

 

」

假
.令
.
.ア
ン
U
r

ゾ
‘
メ 

.シ.：ガ
ア
が
.

名̂

著

「

勞

働

全

收j 

權」

の
自
序
に
.開
陳
せ
る
：、

「

佘
は
本
書
に
於
て
マ
ル 

ク
.ス
及
ロ
. 

I
ド
ベ
ル
，
ッ
ス
が
、
其
學
說
の
最
も
緊
要
な| 

る
も
の
を
何
等
の
典
據
を
表
示
せ
ず
し
て
V

^
モ
ロ
利
並 

に
佛
蘭
.叫
の
®
論
家
ょ
6
借
}-
|
)し
來
れ
る
經
緯
を
|«
明

i 

す
可
し
。
，洵
に
佘
は
衆
人
が
隨
喜
し
ず
以
て
科
學
的
社
一 

會
主
義
の
創
造
者
な
ら
ぞ
着
做
.せ
る
マ
ル
ク 

'
及
.ロ 

！」

 

ド
ペ
ル
ッ
ス
が
事
實
»

11
支
に
於
て
も
其
完
璧
に
於
て 

h

遙
に
彼
等
の
先
驅
者
に
凌
駕
せ
ら

る

ゝ

m

以
を
斷 

言
す
る
に
躊
踩
せ
ず」

(
A
n
t
o
n
g
e
n
g
e
r
:

 

T
h
e

 

Rl.ght 

r+
o t

h
e

 W
h
o
l
e

 P
r
o
d
u
c
e

 o
f L

a
b
o
u
r
,

 trails. D
y

 T
a
n
n
e
r
,
.

:
笫
十
八
怨(

ニ
五
九)

':
;
;雜
.；v

錄

V
力
ア
ド
オ
派
社
會

p. 

c
k
v
v

 V」

の
a

解
は
> 

嫱
激
遽
に
左
祺
す
可
か
ら
す 

ビ
雖
然
も
社
會
主
義
が
奔
放
な
.る
空
想
の
所
虛
代
る
無 

何
有
鄕
の
憧
憬
ょ
り
蟬
脫
し
：て
、
整
然
れ
る
理
論
學
說
. 

の
上
に
故
體
系
を
樹
立
す
る
に
M
れ
るg
移
は
、
決
し 

て
虛
空
の

一蹯
に
依
り

旦
夕
の
間
に
願
現
せ
る
に
あ
ら 

す
、
幾
多
先
覺
の
眞
»

な
る
思
索
の
.集
職
ょ
り
自
然
に 

展
開
し
來
れ
る
は
、
否
む
を
得
ざ
る
事
實
で
あ

る

。
愛 

に
所
謂
リ
カ
ア
ド
ォ
派
社
會
主
義
の
人
々
も
亦
れ
、

P
 

上
の
意
義
に
於
て
社
會
思
想
0
發
達
史
上
に
"
看
過
す 

可
か
ら
^-
'る
® .
献
を
寄
：興
せ
‘る
も

の

で

あ

る

。

產
業
革
命
ミ
奈
翁
戰
爭
の
裰
合
的
影
1
を

P

一
 

期 

間
に
經
驗
せ
る
大
英
國
民
は
"
美
事
)il
l：
會
的
動
搖
の
試 

鍊
に
*
へ
て
、近
代
文
化
の
魁
を
な
し
た
。結
社
禁
止
法 

0,
掀
1
:
"議
院
改
革
法
案
の
制
定
> 
救
貧
法
の
改
JE
、
®
: 

物
.條
修
の
廢
除
、
印
紙
條
例
の
排
斥
、
公
敎
育
の
掀
張
、 

郵
税
低
下
の
.促
進
、
工
場
獄
舍
改
善
.の
考
究
、
吾
人
は 

前
世
紀
の
1|
1
1半
じ
於
て
彼
等
が
頻
々
笨
新
に
急
な
彡
し

襄
概
論： 

S

號
：

一

〇
五



第
十
八
卷
2

六
〇)

雜

錄

I

ア
ド
ォ
派
社
會
主
義
概
論

を
見
る
。
而
し
て
時
勢
に
順
應
す
る
も
時
勢
に
反
撥
す
.
絕
好
の
機
緣
を
見
出
し
た 

る
も
>

®
想
は
#

路
環
境
の
反
映
な
る
を
知
ら
ば
、
此 

新
生
.の
機
運
に
乘
じ
.て
資
本
主
義
經
濟
學
が
愈
：々
完
成 

の
境
地
に
達
し
、
政
治
的
急
進
派
の
自
ぬ
政
策
に
有
力 

な
る
聲
援
を
送
れ
る
一
方
、
II
:
會
主
義
M
想
も
亦
た
旣 

往
の
空
中
槌
閤
を
出
で
、
，
其
由
張
に

合
现
的
锒
底
を 

與
ふ
可
C
努
力
す
る
に
至
れ
る
は
.
}
固
ょ
り
怪
し
む
を 

用
：ゐ
な
い
。C

o
m
t
e

は

r

吾
等
の
問
題
を
暗
示
す
る
も 

の
は
^

の
•枉
に
し
.て
、.
之
を
fr
;決
す
る
は
^
の
枉
で
め 

替
の
第
一
に
®

る
に
適
す
る
位
置
は
、
社
#
的

笫
ニ
號

1

〇
六

る同
情
の
婢
僕
た
る
乙

ご
楚
，で
め
る」

(

小

賧
敎
授
譯
語) 

■ミ
云
，へ
る
が
、
此
時
に
當
つ
て
社
贫
见
想
は
、
將

に

先 

人
の
情
熱
に
：侬
り
暗
示
せ
，ら
れ
^:
る
問
題
に
.赞
的
解
決 

を
a

へ、
.

」

以

...て

社

會

的

同

愉

に
拆
ヾ
へ
ぺ
ん
せ
す
る
に
策
り 

し
も
の
で
あ

る

。

然
も
自
己
の
經
濟
學
を

所
有
せ
ざ
る 

妮
等
は 
>
.
勢
ひ
旣
成
の
資
本
主
義
經
濟
學
に
.其
立
綸
の 

$
點

を

求

め

.、

就

中

ジ

方

广

♦ト

才

の

價

値

學

說

に

於

て

旣
に
所
謂
科
學
的
社
會
主
_

創
造
の
協
缒
教
ムX

ダ 

ル
ス
0
自
認
せ
る
が
如
ぐ
に
ネ
諸
他
の
傾
向
は
姑
く
措 

气

近

世

社

f

中
義
ぱ
其
資
本
主
_

經
濟
學
f

出
立 

せ
る
限
り
に
於
て
は
，
殆
ざ
f

グ
力
ア
ド
オ
の
贾
値 

學
說
に
連
_

せ
る
も
の
で
ぁ
る
。
リ
カ
ア
ド
ォ
が
ー
八 

1

七
年
其「

經
濟
原
論」

の
胃
頭
に
披
濺
せ
る
一
一
個
の
命 

遊

、
即
ち
第
一
、
各
商
品
0
價
値
は
>唯
だ
偏
に
其
生
產 

に
：要
求
せ
ら
れ
た
る
勞
働
'0:
分
量
に
依
り
決
定
せ
ら 

る
。
第
二
、
社
#

的
勞
働
總
禮
の
所
產
は
、地
主
、
資
木 

家
M
に
勞
働
者
の
三
階
級
間
に
分
割
せ
ら
る
^
;
运
ふ
命 

題
は
、
夙
に
英
同
に
於
て
祉
會
主
義
的
結
論
の
材
料
ど 

な
つ
た
。
是
等
の
文
獻
は
從
来
殆
ど
賜
郯
せ
ら
れ
し

を

、 

大
部
分
ペ
ル
ク
ス
が
發
見
せ
る
も
の
な
る
が
、
這
中
如 

上
の
命
sa
^

s

#す
る
事
の
.極

，
..て
明
晰
深
奥
な
る
、

「

資
本
論」

の
出
a
以
前
に
は
何
物
も
是
に
優
越
す
る
能

-

し 

で
あ
る」
-(

E
T

3
_

3
g

f
e

^
^

H

o

Ac..

穴
-H
l
lo.p

o
v
e
r
t
y

 

of P
H
l
o
s
o
p
h
y
^
w
e
r
p
s

 ed* pr'II)
。

吾
人
は
.固
ょ
b

純
眞i

律
の
勞
働
價
値
說
が
、
畢
竟
ク 

力
ア
ド
オ
の
!S
執
を
斷
念
せ
る
，所
た
る
ビ
典
に
、
亦
★
 

決
し
て
前
人
未
發
の
見
解
に
も
ぁ
ら
ざ
る
所
以
を
®
 々

敎
，へ
ら
れ
れ
。
愛
に
は
唯
だ
一
般
に
リ
カ
ア
ド
オ
が
> 

™

:

該
學
說
'の
代
表
的
權
威
を
以
，て
着
倣
3

る
、
S

共
に
、
::!
j 

其
社
#

主
義
的
應
用
に
供
せ
ら
る
V

に
當
っ
.て
、
彼

れ|

の
修
訂
は
®
殺
せ
ら
れ
"
其
股
始
的
態
樣
の
み
か
繼
承

-

-

-

— 

.

.

. 

.--- 

.

.

.

.
: 

: 

,

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

- 

. 

.

. 

>

せ
ら
る
、
に
至
り
し
を
述
ぶ
れ
ば
足
る
"
稱
し
て
ソ

力

一
 

ア
ド
ォ
派
社
會
主
義V」

呼
ぶ
所
.以
、
亦
た
賞
に
愛
に
存
ノ
 

す
る
の
.で
ぁ
る
。
 

.

.

翻
っ
て
f
lt
*
の

&
«;
思

潮

を

檢

す

る

に

.
、

其

傾

向

に

一
 

，於
て
，ニ
個
に
大
別
せ
ら
れ
る
:0
第

I

は
個
人
主
■
的

反

ベ 

.
思
想
で
打
る
o
彼
等
は
其
：非
生
產
階
級
.

惟
す
る 

資
本
家
を
a
弾
す
る
に
於
.て
、
.寸
毫
の
假
偕
す)

る
所
無 

き
も
、I

方
社
會
主
義
に
.加
擔
す
る
を
も
亦
.た
潔
しVJ

せ
ず
、
其
實
跷
的
要
求
g
し
て
は
：資
本
主
義
以
前
の
時
”

•.
 

.

'
 

.

.

.

.

.

.

第
十
八
溜a

u

ハ1)

：：雜

.錄

力

ア

ド

^
派
社
命

代
に「

復
歸
し
，
然
も
マ
！
力
ン
夕
ィ
ソ
ズ
ム
の
縣
純
無 

き
社
俞
を
翹
望
す
る
I

®
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼 

等
は
何
等
の
政
府
千
渉
無
く
®
ら
m
然
的
な
る
交
易
の
' 

法
則
に
支
配
せ
ら
る
ゝ
所
の 

> 
農
工
業
の
自
tt
l
木
糨
小 

■規
模
な
る
生
產
澈
ょ
り
成
れ
る
、
社
會
の
實
現
を
现
想 

>?
:
す
る
も
の
で
あ
る
0
第
一
一
は
協
同
的
共
產
思
想
で
あ 

る
。
彼
等
は
資
本
主
義
並
に
國
家
干
涉
の
有
害
な
る
結 

染
に
孅
避
ず
る1

8

に
於
て
は
、
前
考
に
背
離
す
る
所
無 

き
も
、
勞
働
の
不
遇
、
國
民
の
禍
患
を
匡
疋
す
.る
手
段 

^」

て
、：
社
#
主
義
を
»
說
じ
、
就
中
協
同
的
典
璇
社 

#
の
建
設
を
謳
歌
す
る
も
の
で
あ
る(Beer : 

H

f
 

i.y 

o£ British 

.
 socialisms 

vol. 

I. 

p. 

100
3) 

0 
而
し
て
リ
方

ア
ド
ォ
派
社
會
主
義
の
代
表
，
人
物
を
、
.典
主
な
る 

傾
向
に
從
つ
て
.區
分
す
れ
ば
後
者
に
»
す
る
：
も

の

は 

William 

T
i
l
i
p
s
o
n
,

 

Joiin Gray, John,Francis B
r
a
y

 

前
者
に
M
す
る
も
の
L iT

I
l
o
B
a
s
w
o
d
g
s
k
l
n

で
あ
る
。

u

王
魏
槪
論 

0
^
0 

+ー
〇
七



笫

十

八

怨(
r

H
2

)

雜
.

錄

協
同
的
共
產
部
落
の
.削
設
に
，獻
身
的
廳
粹
を
致
甘
る 

R
o
b
e
r
t

 

0
W

3
「

最
大
多
擻
0
最
大
幸
福」

な
る
檩
語 

を
^
げ
て
、
功
利
主
義
偷
现
を
普
遍
化
せ
る
^『

§

ヾ
. 

B
e
n
t
h
a
m

並
に
正
統
派
經
濟
學
を
大
成
し
て
勞
働
11

値 

說
を
»
も
有
效
に
表
現
し
た
る
0
2
^
5:R

I
c
a
r
d

の
>
三 

:

者
三
様
の
特
徼
は
、
タ
ヵ
デ
■ド
ォ
派
社
會
主
義
の
至
上 

，
狩
威
た
る
冲
リ
ァ
ムV

ト
ム
ソV
に
於
て
®
然
合
體
せ 

ら
る
、
に
至
，つ
た
0

ト
ム
.ソ
ン
の
經
歷
は
、

W
i
i
l
i
a
m

 

P
a
r
e

及

び

J
.

g
B'
t
e
J
. 

M
o
r
g
a
n

に
依
つ
て
、
返
め
て 

簡
堪
な
る
記
錄
を
存
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
、
对
興
風
格 

•
の

I

端
を
說
知
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
彼
れ
は
一
七 

八

三

年

前

後

0

>

^

_に
出
生
、

一
八
三
三
年
同
地 

c
l
o
l
e
e
n

に
逝
く
。
；而
積
チ
四
西
エー

ヵK

の
土
地 

.

.を
所
*
し̂
、

:K
: Labour., R

e
w
a
r
d
e
d

な
.の
自
序
に
依

れ
ば
、
約+

ニ
年
間
彼
れ
は
、

「

他
人
の
勞
働
の
所
產
た 

る
、
所
謂
地
代
に
故
り
生
活

」

し
て
ゐ
た
。
彼

れ

は

j 

八
三
0

年
遺
言
狀
を
作
製
し
て
V
其
廣
汎
な
る
奸
有
池

第
二
號

突

を

O
w
e
n

派
の
共
産
社
會
の
建
雜
に
寄
附
す
可
き
意 

向
を
表
示
し
た
が
、
其
親
族
の
反
對
に
依
な
死
後
其
僅 

少
の
部
分
の
み
が
、
素
志
に
從
つ
て
處
分
せ
ら
れ
た
。 

M
i
n
t
e
r

 

M
o
r
g
a
n

に
依
れ
ば
、
ト
ム
ソ
ン
は
隱
棲
瞬
想 

.
の
士
で
、「

社
交
ょ
.9
は
寧
ろ
書
齋
に
、
観
書
ょ
&
は
寧 

ろ
思
索
に
、
其
日
を
送
れ
る」

人
で
あ

る

，
生

來

病

,

、 

老

後

約

十

七

年

間

.禁

S

菜
食
を
嚴
守
し
^r

ト
ム
ソ
ン 

の
著
作
が
摩
な
る
樂
天
M
想
：以
上
の
も
の
を
包
街
す
る 

は
偶
然
で
なS

。

吾
人
は
體
質
滞
柳
情
操
多
感
、
苦
雛 

を
@
擊
し
不
疋
に
：想
到
す
る
每
に
傷
心
制
す
る
能
は 

す
、
遂
に
茈
義
と
福
祉
の「

最
大
多
量」

を
獲
保
す
可 

き

理

想

社

會

の

案

出

に

沒

願

せ

る

.
、

此

先

覺

の

風

貌

を
 

髮

髒

す

る

事

が

#

來

る

デ

ト
ム
ソ
ン
の
著
書
總
じ
て
四
部
、
其
最
初
の
且
つ
最 

も
傑
州
せ
る
も
の
はj

八
ニ
四
年
に
上
梓
せ
る 

quiry 

into 

the 

Princip

ぎ 

o£ 

the 

Distribution 

of

W
e
a
l
t
h

 

m
o
s
t

 

c
o
n
d
u
c
i
v
e

 
to 

M
H
u
m
a
n 

f-rappfaess

'̂

に
し
て
i

序
言
に
從
へ
ば
、
富
の
不
艰
等

は
社
會
的
{'
: 

.利
益
な
り
€

の
意
兒
を
有
す
る
同
鄕
一
紳
士
へ
の
灰
®
 

ヒ
し
て
、g

に
一
八
ニ 
ニ
年
に
脫
稿
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 

第
二 
は

へ
，An

 

a
p
p
e
a
l

 

o
f

 

o
n
e
-
h
a
l
f

 

o
f

 the. h
u
m
a
n

 

race. 

W
o
m
e
n
,

 

ag-ainst 

t
h
e

 

pretentions 

o
f

nt
l
e 

o
t
h
e
r

 

half. 

M
e
n
'
t
o

 

rel-ain 

t
h
e
m

 

in 

political, 

a
n
d

 

3 

a
n
d

 

d
o
B
c
s
t
i
c

 

s
l
a
v
e
r
y
; 

in r
e
p
l
y

 to 

a

 

p
a
r
a
g
r
a
p
h

 

i
n

g
r
. (T

a
m
e
s
v
M
i
i
l

c/r
-
c
e
l
e
b
r
a
t
e
d

 

Article 

o
n

 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
s

 
:
1

8 2 5 

一
 
な
る 

一
#

で

、

叫•
 

s._ M
i
U

 

0
自
叙
傅
中
に
は
本
*:
に
關
說
し
て
、O

W
S

 

:

宗
の；

兄
表
的
鬪
士
は
余
め
^

^

せ
る
甚
だ
尊
敬
す
可 

&

人

物

C
o
r
k

郡
の
ヰ
グ
ア
ム
.•
ト

ム
ソ
ン
氏
、
即
ち

W
o
m
e
n

 
=

中
に
被
腿
せ
る
婦
人
論
は
、
是
ど
願
著
な 

る
近
似
を
爲
す
に
拘
ら
ず
、
何
等
前
孝
に
言
及
す
る
所 

無
き
に
徵
す
れ
ば
,

其
世
人
に
與
へ
た
る
^
双
の
稀
薄 

な
り
し
は
推
量
に
難
く
な
い
。
第
ー
1
1は

.-L
a
b
o
u
r

 

R
e
w
a
r
d
e
d
,

 

i
h
e
r
I
a
l
B
S

 

o
f

 

JLa

o*o
u
r

 

a
n
：i
r
a
p
l
l
a
i

 
conciliated; 

o
r

 h
o
w
*

 to s
e
c
u
r
e

 to 

l
a
b
o
u
r

CL
l
e 
ー<:
ブ
0

0 
p
r
o
i
u
c
t
s

 

o
f

 its 

e
x
e
r
t
r
o
n
s
v

 

ICO
2
7
 

に
し
て
、
公
1:
0

你ー 

接
の
動
因
は 

H
o
d
g
s
k
{
n

 

の

：L
a
b
o
u
r

 

D
e
f
s
d
e
d

c; 

が
個
人
生
義
的
色
彩
濃
厚
に
、
又
精
神
勞
働
を
蔑
視
せ 

る
を
非
雛
す
る
に
在
り
、
儉
ら
前
著 

一。S
s
s
b
u
t
i
o
i
,

 

o
f

 

W
e
a
l
t
h

 "

の
耍
旨
を
一
層
周
到
且
1 '
»
に
洱
現
せ 

る
も
の
、
最
後
の
小
册
は
- P

B
C
t
l
c
a
l

 directions for

.メ
 Distri

crution of W
e
a
l
t
h

 
4 
並
に
余
の
父
の
。Es

s
a
y

 

I 

the 

s
p
e
e
d
y

 

a
a
d

 

economical 

e
s
t
a
b
iishmst 

of 

o
n

 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
s

 

中
の
所
說
に
反
對
せ
る
婦
人
の
爲 

C
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s

 

o
n

 

ths 

principles 

of 

M
u
t
u
a
l

 

C
o
* 

め
の
ぐ A

p
p
e
a
l

 

3
の

著

者

で

あ

つ

た

」

へ
？
自
1
:
>
1
1
{
:
0
1
>

0*
-
 

opsr-ltiops. 

United 

p
o
ssessiss、

a
a
d

 

E

MD.uaHty 

of 

graph, 

N
'
Y
.

 

Ico
7
^
p
p
. 

1
2
4
-
1
2
5
) 

w

s
i>
,
一
 

麵
が
有 

Exertions 

a
n
d

 

of t
b“ m

e
a
n
s

 of S
J
O
y
m
e
n
t
'
、
1
8
3
b

 

る
が
、
然

も

m
i
!

自
身
が
後
年
其
： ,Subjection 

of 

s
銘
し
、
協
间
的
共
產
社
會
を
樹
立
維
捋
す
る
に
適
當

,
:
第

十

八

卷

S

六
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雜
錄
分
力
ア
ド
ナ
派
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會
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號
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會
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第
二
躭
 

一
一
0

な
る
諸
般
の
組
織
©

策
に
關
す
る
提
案
有
り
、
共
產
fl
:
_
 

會
に
加
入
す
る
の
自
ri
i
は
之
を
認
容
す
る
の
必
要
有
る 

も
、
;:1

旦
其
»

成
員
に
備
ば
る
，以
上
は
、
由
出
は4

.

然 

平
等
.の
爲
に
退
雛
す
可
さ
事
-̂
各
^
擔
當
の
勞
働
は
一 

般
投
恶
に
依
^
>
選
任
せ
ら
れ
た
る
行
政
官
の
手
に
て
決 

i

止
せ
ら
る
可
き
斯
等
の
陳
述
を
免
る"

乍
併
ト
ム
ソ
ン 

の
理
論
學
說
の
糖
髓
は
•、

擧

げ

て

ニ Distribution 

Oi 

W
e
a
l
d

て
ゅ
に
包
容
せ
ら
れ
、
且

つ

：l
a
b
o
u
r

 

R
e
w
a
r
d
e
d

ヒ
に
於
て
補
，足

せ

ら

れ

て

ゐ

る

« 
L
o
w
s
t
h
a
l
: T

h
e

 

R
i
c
a
r
d
i
a
n

 

Socialists, 

pp. 

1
5
丄
8
- 

 ̂P
a
l
g
r
a
v
e
: 

.
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
:
o
” 

Political 

E
c
o
n
o
m
y

 

Vo}, HI. 

pp. 

5
3

9̂5
3
7
)
。 

•

'•
:

H

i

:

:;
へ
疋
統
派
經
濟
學
成
立
の
動
因
が
"
人
類
福
®:
の
：爲
の
：
. 

0

由
提
唱
に
存
せ
し
は
衆
目
の
認
む
'る

所

な

れ
€

も
、
 

其
扼
流
を
汲
め
る
漭
に
於
て
は
、
例

へ

ば

co
3

o*
1

の 

如
く
、
經
濟
學
徒
の
關
與
ず
る
所
は
幸
福
に
あ
ら
中
赏

で
あ
る
。
苟
く
も
富
に

.影
響

せ

：ざ

る

考

察

は

悉

皆

之

を 

脫

漏

す

可

し

ビQ
,

見

解

が

、

漸

次

濃

；厚

€
な

る

に

茧

つ 

た

フ

ト

ム

ン

ン

の

主

著

の

_

題

は

ゝ

斯

く

の

如

き

傾

向 

に
0

す

る

反
杭
を
明
示
し
て
ゐ
る

0

彼

れ

疝

身

の

言

辭 

に

徵

す

れ

ば

"

彼

れ

は

「

經

濟

學

即

ち

取

な

る
個
入
的 

b

競

爭

に

基

ぐ

富

の

生

產

に

の

み

關

す

る

斜

學

が

、

須
ら 

\

ぐ
其
道
を
讓
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
所
の
阬
新
な
る

rfr 

| 

,學
、
換
言
す
れ
ば
人
類
の
幸
福
增
進
に
關
す
る
科
學

」

，

| 

Q

校
17
を
企
腸
せ
る
も
の
.て

め

る(

>
p
p邑

A

ミ
？ 

I

 

I

P

,
 

t

o而
し
て
其
所
謂
幸
福
に
關
す
る
新
S

學 

\

...に

.哲
0
的
®

紙
を
提
供
せ
る
も
の
は
、B

e
n
t
h
a
m

1
の

'.
 

I,
功
利
の
原
理
に
外
な
ら
ぬ
C
彼

れ

はB
u
n
t
h
a
m

を
以 

て

倫
，理
超
學
上
の> 

F
r
s
c
I
S

 

B
a
c
o
n

な

り
ビ
ni
仰
し
I 

深
く
其
學
說
に
私
淑
せ
る
結
來
V

一
 

八
一
八
年
前
後
に. 

於
て
は
>
旣
に
世
人
の
耳
0
を

聳

動

し

つ

、
あ
.り
た
る 

.

0

1

主
義
を
以
て
*
だ

「

進
步
せ
る
救
貧
策」

に
過 

ぎ
ず 
>
之
を
社#

全
般
に
膦
充
適̂
1>
ん
ミ
欲
す
る
は

、

失
常
の
甚
し
5
も
.の
ミ
思
辎
せ
る
1
で
あ
る
。
然
る
に 

爾
來
分
配
問
題
に
關
す
ろ
不
撓
の
研
鑽
は
漸
次
其
觅
解 

の
變
遯
を
，助
長
し 

> 

.
崔

に

I

.A
一
一
-:
:
年
其
宿
盟
れ
る 

B
e
n
t
h
a

B..

流
の
最
大
幸
福
の
理
想
を
* O

w
e
n

流
の
協 

同
的
典
產
社
會
の
中
に
;實
现
せ
ん
せ
庶
幾
す
る
：に
至 

b
、：

愛
に
精
神
生
活
上
に
於
る
顯
然
た
ぢ
轉
期
を
割
し 

れ
。
拘
に
ト
ム
ソ
ン
の
见
紫
の
過
积
は
，
二
功
利

.4
-
義 

者
が
化
し
て
社
會
主
義
者 >」

な
る
の
經
緯
V
窺
知
せ
し 

む
る
讓
に
於
て
、
’
好
個
の
典
型
を
提
示
せ
る

.
も

の
で
あ 

る(
B
e
e
r

 “ 

History 

of 

British 

Socialism, 

voi 

.L 

p. 

2
1
9
)
。

■:「

：
.

-
:
.

彼
れ
は
先
づ
，b

e
n
t
h
a
B
.
u

做
ひ
、
幸
福
計
量
の
菡 

礎
れ
る
快
苦
の
感
情
の
测
{疋
に
は
、
常
該
感
情
の
强
度 

並
に
持
織
®

を
以
て
尺
度
.マ

」

爲
す
可
3

事

及

び

名

*
 

人
の
感
受
性
は
平
等
な
ろ
，可
き
取
、
或
ば
寧
バ
平
等
な 

b
.ビ
認
定
す
る
の
外
無
さ
姘
を
力
說
す
る
。
日
く「

若
し 

愛
^
人
有
り
て
、
興
^

E
の
榄
造
が
同
胞
ゾ
夫
れ
に
比

1

U
遙

：に

優

诱

な

る

の

.故
じ

、

殘

餘

の

同

放

ょ

-
^
も
0

0 

に
大
な
る
幸
福
：を
經
驗
し
得
可
き
勘
を
立
®!
し

得
れ
り 

せ
ば
、
彼
れ
の
耍
求
は
、
扑
•
«
{■
:
對
す
る
人
間
の
耍 

求
の
如
く
に
、
是
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
換
抒
す
れ
ば
、 

感
受
性
平
等
な
る
に
於
て
は
、
富
の
分
配
も
平
等
な
る 

诗
き
を
乾
當
と
し
、
感
受
性
不
平
等
な
る
に
於
て
は
、
富 

の
分

配
も

^

华
等

な

る

可
き
を

M
當
ぞ
す
る
。
然
る
に 

實

際

上「

社
會
の
虬
ゆ
る
成
員
は
ゝ
不
れ
畸
肜
を
除
き
、 

其
#
體
の
鞲
造
齊
一
な
ろ
が
故
に
同
一
の
待
遇
を
以
て 

是
に
醞
め
ば
、
同
一
の
幸
福
*

を
享
受
し
#
可
き
资
格 

•か
あ
る
。し
若
し
感
受
性
の
.不
平
等
が
現
存
す
る
ど
す
れ 

ば
、
是
れ
現
在
0.
社
會
組
織
の
卞
に
於
て
は
、
各
八
に 

「

同

一
の
待
迅

」

を
與
へ
し
事
無
く
、

又
與
ふ
る
能
は
ざ 

ろ
爲
で
あ
る
0
假
に
各
人
の
幸
：

g

感
受
.に
關
す
る
資
格 

に
於
て
、
根
.絕
.し
難
き
差
違
有
ぅW

す
る
も
、
•

«
し
吞 

人
に
し
て
其
那
邊
に
存
し
且

つ

幾

許の
比
率」

於
て
存 

す
る
か
を
立
證
.し
能
は
ざ
る
時
は
"
何
等
實
用
に
供
す

笊

十

八

餘(

ニ
六
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第
二
跋

る
を
得
な
い
-—

感

受

性

の

不

平

等

な

る

事

實

此 

不
平
等
の
程
度
を
测
宠
し
、
以
て
富
分
配
の
茶
礎
た
ら 

し
む
る
可
能
性
^

は
、
' 夫
々
別
個
の
骐
柄
で
あ
る
。

」

且 

つ
夫
れ
斯
炉
る
蝥
遨
を
測
定
す
可
か
方
途
有
り
6
す
る 

O

O

V

你
測
足

.の
公
平
を
保
持
す
る
に

は

「

克

服

し

離

き

一
 

實
踐
上
の
困
麵」

を
隨
ft
す
可
く
、
测
疋
の
公
平
を
猻
一 

保
し
#
た
り
さ
す
る

も
"「

傷
®
>
:疾
病
、
歷
霜
の
推
移」

は
、
成
るI

年
に
於
る
感
受g

の
测
觉
表
を
次
年
に
適
一 

用
す
る
能
は
さ

6
に
至
ら
し
め
V
然
も
歲
々
測
足
を
新
一 

た
に
す
る
は
W
煩
到
底
堪
ふ
对
か
：ら
f'
。
畢
竟
如
上
の
，| 

ff
l

A
的
感
受
性
決
定
の
は
：、

r
a會
の
凡
ゆ
る
成
員
'
■'. 

は
同T

の
幸
福
量
を
莩
受
じ
得
可
き
貸
格
あ
り」

ミ
の
一 

前
言
を
、
許
容
す
る
の
餘
儀
無
き
に
至
ら
し
む
る
*も
の
丄 

で
あ
る
ど(Distribution 

of -Wealth, 

pp. 

rQI2
3
) 

ノ
 

M
ふ
に
前
叙
0\
如
<
、
4f
A
i®
s
:t
t
の
平
等
を
前
提 

ご
せ
る
®

大

，幸

福

の

原

理

：に

#
'

足
し
.た
る
ト
ム
ソ

y 

が 

> 
考
癡
を
窟
の
問
題
に
«
枸
せ
る
峙
、
究
極
に
於
て

共
產
主
義
に
到
^

せ
る
は
固
ょ
b
自
然
の
數
で
あ
る
。

以
爲
ら
く
、
最
大
幸
■福
.，の
追
.求
は
：各
人
办
目
的
た
る
ヾ」

共
に
亦
た
社
會
鈕
，織
の
試
金
石
れ
る
も
の
な
る
が
、
此

0

的
は
享
樂
の
具
體
的
手
段
た
る
、
窗
無
く
し
て
は
達

成
す
る
を
得
な
い
。
故
に
幸
福
に
必
要
不
可
缺
な
る
條

件
は
、
財
の
■
'

富
な
る
生
產
£

公
1£
な
る
分
配
で
あ
る
。

富
の
生
產
を
豐
當
な
ら
し
if
る
に
は
、
勞
働
の
佥
收
益

が
^

勞
働
當
事
者
に
歸
嵐
す
可
き
一
保
證i 

security

を
必
要
ど
す
る
。
、蓋

し

此「

保
證j

布
る
に
あ
ら
す
ん

ば
、
何
人
も
多
擞
の
財
を
注
產
す
€

运
ふ
苦
難
多
&
勞

働
に
從
事
す
る
を
、肯
ん
せ
ざ
る
可
き
を
以
て 

<
あ
る
。

然
し
富
の
濶
澤
は
、
そ
れ
の
み
に
て
は
、
最
大
多
量
の

幸
福
を
招
徠
す
る
に
充
分
で
な
い
。
其
證
左
に
は
大
不

列
*

の
國
民
は
、
富
の
凡
ゆ
る
材
料
に
於
て
、
機
械
、

發
明
、
S

P

產
業
等
に
於
て
、
富
裕
で
あ
る
に
拘
ら

中
、
依
然
幸
福
で
なS

。

否
寧
ろ
貧
窮
ど
慘
禍
ど
は
事 

食
生
產
者
.
■©
多
.數
の
運
命
，で
ぁ
.る
。
之
を
桓
疋
す
る
.!
:

は
須
も
て
豐
甯
な
名
生
產
1:
加
，ふ
^
1:
.、
公
3£
なる分は脅て

B
e
n
t
h
a
m

:0
配
搲
せ
を
所
、
而

し

て

.4
倚
社 

配
那
ち
平
等
な
る
分
配
を
以
て
し
な
对
れ
ば
な
ら
ぬ
。

會
生
_

を
論
中
る
.者
0
,
誰
し
も
酿
慮
せ
ざ
る
可
か
ち 

換
裳
す
れ
被
、
«

澤

な

る

霜
.5
f
:少
數
の
掌
中
に
委
ぬ
ゐ
ざ
名
所
で
あ
る
。
そ
は
辱
#
社
會
主
義
的
社
會
に
於
て 

事
：無
く
之
を
全
人
民y

頒
布
し
、
似
て
社
龠
旬
各
成
員
絲
、
人
民
は
私
有
財
產

a

度
.
S
?F
'U
於
け
る
^
同
様
の 

金
し
て
ャ
淇
徽
求
を
滿
姐
す
る
を
得
せ
し
め
拟
ば
な
-'
&

,熱
心
食
以
ヤ
勞
働
：す
可
さ
や
否
や
.0
_

題
肊
歸
着
す 

ぬ
o
.洵
に
杂
體
ぬ
都
分
^

办
も
太
な
る
が
故
に
、
唯

だ

|

名
：。
而
し
光
周
知
の
如
< 

I

I

は

F

保
證J
を 

公
正
な
る
..分
配
に
依
々
て
，の
み
：
幸
：幅
.全
®

の
厳
*
.を

一

以

て

F

平
等」

よ

.
分

も
重
要
な
X

斷
乜
、
敷
く
も
兩

J

0

«

#
し
得
可
'|
.
ち

'

.

:

:

;

;

,

^

，
乍
併

「

倮
證L'
s
e
f
t*
皮 

q 平
等」

e
q
l
i
,̂
'

.€ 

は
、
..相
互
に
爾
立
す
る
を
得
^

て
あ
ら
5
乎
。
平
等
な 

る
分
配
.は
、
生
産
を
：潤
澤
灯
ら
し
む

- 6

凡
^
ゐ
努
力
を 

,&
喪
し
^

ぃ
で
あ
も
ぅ
乎
。
.若
し
冬
»
勉
熟
練
の
徒
が 

怠
僧
來
激
の
«
€
同

额

.0
»
を
受
容
ず
ゐ
や
過
ぎ
梦
窆 

せ

扰——

即
ち

腺

等

灼

减
*
を
：享
樂
す 

名

め

雜

礙

を

せ

ら

る

せ

*
ば
彳—

«
等
は
多
®
の

窟
を
注
產
す
名
事
を
爾
奶
ぐ
斯
ズ
で
幸
顧
奶
獾
得
を
全 

然
不
可
滟
ヒ
爲
さ
‘

钮
义
に
至
も
ぬ
で
ぁ
ら
ぅ
乎
。
此
：

取

十

八

餘0
H

ハ#)

.雜

-

錄
' 

3カ
ァ
'>
*
ォ
派
社
會
生
義
_
撕

者
の
®

!

^
务
場
合
a

^
cc

は
：
"

平

等

贫

こ

そ

抛

棄

せ
 

ざ
る
可
#

も
中
。
最
も
適
當*

る
：方
. %

減
'、
先
づ
社
.會 

の
遲
磔
を
私
有1

制
度
@

上
に
«

立
1.

、
然
る
.後
備 

進
的
改
蕪
に
依:<
>

忙
平
等
ム
锒
近
す
る
杧
在
&
€
思
考 

f

e

o
激

名
-'
'
Kト
A

ソ

ン

碱

此

激

に

於

て

B
e
n
t
h
a
m

 

ビ
缺
^ :

分

ち
0

名
3
 vj 

®
 

i
.

の
.軌
道
を
独
る.
^
で

:*
る 

(
B
e
e
r

 : 

p
p
.

 

C

Fpp
.

 ,2

 f9
-
?2

e
—

そ
城
#

囉

各

樣
'-
0

撕 

#

« !

織
.
^
顧
す
る
嫌
れ
の.妣
卿
を
»
«
す
れば
、
自
づ 

か
6

如
暸
€
'な
る
で
.
'*

ら
ぅ
。

np

第
二
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笫

す

八

餘(
1M

ハ
八)

.

雜
錄
ヘ
リ
々

^
ド
ォ
派
社
曾

31
義
_
論 

第
l

l

m

*
W

H

四

-

ト
ム
ソ
ン
は
■最
初
其
所
謂
非
#

瞪
分
配
制
度S

y
s
t
e
m

 

o
f

 

I
n
s
e
c
u
r
i
t
y

即
ち
私
有
財
產
制
度
を
基
碰
ヒ
す
る
現 

存
の
社
會
組
織
、
次
に
其
所
謂
保
證
分
配
制
度S

y
s
t
e
m

 

o
f

 s
e
c
u
r
i
t
y

換
言
す
れ
ば
勞
«

全
收
«

を
*

礎
ど
す
、 

社
會
組
織
"
，
最
後
に
其
所
謂
平
等
分
配
制
度
；Sy

s
t
e
m

 

!o
f E

q
u
a
l
i
t
y

即

ち

O
w
e
n

流
の
協
同
的
共
產
社
會
の 

各
々
が
夫
々
異
る
態
*

を

通

じ

て:®
:

に

關

職

せ

る

人

類
 

の
幸
«

に
及
炫
す
所
の
影
»

如
哬
を
順
次
比
較
檢
■»
す 

る
。
彼
れ
の
.見
解
に
依
れ
ば
，現
存
の
：社
會
に
於
て
は
分 

.配
の
不
平
等
ば
最
も
著
し
い
："
そ

は

暴

威

ミ

奸

譎

\£
に 

依
&

、
少

• »
者
の
刹
益
の
爲
に
多
數
诸
の
當
を
篡
*
す 

る
制
搜
で
あ

る

。

論
證
は
至
極
簡
單
で
あ
る
。
即
ち
凡 

ゆ
る
富
は
勞
猶
の
所
®

で
あ
る
0

凡
ゆ
る
人
僴
は
平
等 

尨
る
か
若
し
く
は
平
等
に
近
く
、
隨
つ
て
同
量
の
富
を 

生
產
す
る
能
力
が
あ
る
：。
然
る
.に
事
•賞
富
は
不
平
等
に 

分
配
せ
名
れ
て
ゐ
る
-o
故
，に
..少
数
の
所
有
者
が
多
數
の 

生
*

者
よ
チ

之
を
刼
猄
せ
名
に
相
連
無
し

y

し
云
ふ
の

で
あ
る
。
而
し
て
斯
く
の
.如
き
制
度
が
"

功
利
の
.原
理 

に
照
應
じ
て
甚
だ
嫌
®
す
可
き
も
の
な
る

は
、
次
の
諸 

理
诒
に
依
つ
て
明
白
で
あ
：る
。
;

'
_

鮮

1

に
、

> 
ム
ソ
ン
に
從
へ
ば
、
現
存
制
度
に
必
然 

隨
伴
す
る
、「

個
.人

の

勞

働

の
'^
«

に

對

す

る

强

腿

的

篡
 

奪
は
、
«

摩

者

..
0
幸
福
を
增
*

す
る
以
上
に
> 
被
®
奪 

者
の
幸
福
を
減
_
す
る
。」

加
芝
窟
が
繼
續
的
にI

個
入 

の
掌
中
に
集
穑
£

來
、：る
時
は
、
，
各
個
の
富
の
幸
«
增
®
 

力
ぬ
漸
次
減
退
す
る(dlsutribtipn 

o
f

 '
^
a
a
K
l
l
/
p
v
g
b

 

m
l
lvi
視
存
制：

漉
位
勞
働
全
收
權
を
#

證
せ
ざ
^
が
故 

H

最
も
有
力
'な
石
生
產
.の
刺
戟
を
失
ひ
、
隨
つ
て
此
. 

較
的
に
不
生
：產
袖
で
あ
る
0
，幸
福
增
進
に
關
す
る
愉
快 

な
る
希
望
の
代
，^
に
窮
乏
の
：恐
.怖
が
生
彦
：の
動
因
た
る
. 

結
果
、
そ
は
最
大
の
幸
福
を
^
招
徕
せ
ず
最
大
の
富
を 

も
生
產
し
な
い
。
進
ん
^

第
三
に
.そ

は

富

者

の
®:
制

を
 

現

出

す

る

。

.
蓋
' し

少

數«
の

掌

中K
全

社
#

Q.

住

©

、 

原
料
、
器
、具
機
械
、
並
吣
土
地
其
物
を
す
ら
役
入
す
名

が
爲
に
、
是
等
少
數
者
は
£
銥
結

戏
聯
S
し
て

政
治
的
. 

權
劝
を
把
握
し
、
知
識
敎
育
を
獨
古
丨
-

社
會

Q

凡
ゅ
.
 

る
生
產
的
勞
働
者
に
對
す
る
：報
償
を
"
絕
對
的
に
左
右 

す
る
權
限
を
收
め
、
觅
に
势
猶
者
の
鹿
出
す
る
所
が
辛 

ぅ

じ

て

.
其

通

嘴

の

生

§+
を

^

ま

し

む

る分
量
に
北

ま 

り
利
潤
の
名
に
於
て
其
一
：部

分

を
富
者
に
貢
献
す
る
餘 

裕
無
#

に
於
て
は
、
刺
時
に
て
も

其
够
働
を
停
ih
し
之 

を
飢
餓
に
濒
せ
し
む
る
の
實
カ
を
保
苻
す
る
に
至
る
故 

で

あ

る

4
2
2
〕
。

加
ふ
る
に
多
*
の
遊
惰
富
裕
の
逸 

民
、
及
び
是
ね
泰
仕
す
る
所
0

|.層
多
數
の

非
生
產
的

努

雪

を

i

f

g

、
義

の

國

§

所
得
を
浪

費
廿
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
事(

p
p
.

 

I
4
T
I
4
2
y

並
.に」

 

個
人
の
掌
中
に
在
る
過
剩
の
富
は
V

間
々
遊
戯
的
に
產 

業

を

企

劃

せ
.:
(.
め
、
而
し
て
特
定
の
事
業
に
勞
働
資
本 

を
集
中
し
た
る
後
"

突

如

之

を

解

散

»

!£
し

て

被

傭

者
 

を
，其
方
途
に
！
は
し
む
る
等
の
事
情
は
現
存
制
度
の
鱗 

樂
:|
愈
々
擴
大
せ
ざ
れ
ば
歇
ま
ぬ(p. 

I
5
6
>
:
L
O
W
?
.

笫
十
A
卷

(

5

ハ
九
，

雜
：

M

”
ヵ
ル
ド
ォ
派
社

tlial i 

J
^
T
C
a
w
d
i
a
-
u
-

*o>
O
C
I
P
H
S
t
s
,

 

i

.
愛
に
於
て
か
吾
人
は
去
つ
：て
他
§

谗
の
耻
會
«

檝 

を
求
め
ね
ば
な•ら
ぬ
。
面
し
て
ト
ム
.ソ
ン
に
從
へ
ば
新 

社
會
：の
迦
想
ど
す
る
所
は
，、

.
H

條
：の
自
然
的
分
配
法
則
_ 

の
圓
滿
な
る
敬
揮
，で
ぁ
ら
ね
ば
な
ら
：ぬ
、

第
一
、
凡
ゆ 

る
勞
働
は
其
方
向
，

V0.

繼

續
V
J
.I:

於
て
.自
由
自
發
な
る
可 

し
。
第
二
、
凡
ゆ
；る
勞
働
の
'生
糜
物
は
、
其
生
產
者
に 

確
保
せ
ら
る'可
し
：。
第2

、
是
等
生.

產
物
‘の

一
,

切
'の
交 

換
は
、
自
由
自
發な

る
：、可
し
ぐ

」

宏
ふ
.の
が
即
ち
是
れ
で 

ぁ
るf

p
. 

2
6
)
。

且
つ
此
：

ill

原
理
：の
十
佥
な
る
發
瑰
は
保 

r

等
.
^を
：.0
 ̂

*.し
fe
«

.T

■可
し *1 

レ
.

一
一
ム
ふ0
で
.あ

然
ら
ば
>
 
ム
ソ
ン
は
如
何
な
る
論
據
に
依
り
如
何

^
 

る
社
會
：を
以
.て
、
如
上
0
:理
想
に
最
適
當
ど
看
做
せ
り 

や
^
云
ふ
に
、
3^
'

スOi
s
t
r
i
b
u
t
i
s

 

o
f

 

w
e
a
l
t
.
h

 

ご
の
.關
. 

與
す
る
限
>
;に
：於
て
辑
、
甚
だ
瞹
昧
不
锨
底
で
*

る
。 

彼
れ
姐
澌

.«
保
：銳
翁
配
制
渡
舡

_

<

|
が
猶
—

1
.
|
® 

褰
梅
驗：

.

V 

第
二
雛 

一
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浓
十
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A
怨

0
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雜
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ヵ
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ド
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派
社
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論

 

, 

第ニ號二六

理
を
實
現
す
可
念
を
为
麗
;1
,

'
31

に
該
制
«

は

.

「

自

然

.制
限
^.
|
|容
す
る
.な
^

被
>

^
1
す
れ
'ば
：天
與
の
赏
を 

0

W
物

-#
®

ず
.

限
6
凇
於
セ
け
.生
：:«
に

最

も

强

烈

.平
等
は
分
配
し
具
つ
老
幼
を
抉
特
嗲
.る
以
外
は
、
總
て 

な
名
刺
礅
を
與
へ
、」
座
產
物
：も
資
举
も
：典
.に

從

前

朱

知

勞

働

全

收

權

：

の
.柠
使
を
■

礎
^

す
る
な
ら
ば
、
富
の
社 

%

る
速
®

令
以
て
從
：

i
米
知
^
:る
程
度
忆
$

權
：蓄

積

會

的

：配
分
a

卒等
！，

M

^f
る
や
杏
や
。
：一.

會
以
て
之 

せ
ら
名
笥
き
を
嶔
爲
せ
，<
?1
^

.
;9
1
7
5
.

)

、
其

運

用

：
に

「

を

掩

ヘ

ぼ4
保
證j

 

€
:4
1
平
等
1-
さ
は
愛
：に
於
'1
:
調
和 

il
-
-'
L
'l
:
尠
K

典
.ニ
個
の
制
限
.を
設
け
ざ
る
：可
か
ら
中
ご
す
可
き
や
否
や
の
問
.趟
で
あ
る
。
是
に
對
す
る
ト
ム
ソ 

-#
:
十

は
.1
1
:地
蕭
(1
1
等
の
灿
さ
：天
»

の
富
^

ン
の
»

答
を
求
ひ
名
.に
、彼
れ
：は
或
.る
箇
所
>;
於
て
は
、 

^

て
、
.
そ
铽
何
人
：の
勞
働
:|
1
も
甚
か
ざ
名
も
：の
な
么
％

,0
嚣
の
：平
等
的
^

る「

保
_」

挞
最
大
0
生
產
を
拗
成
す 

故
に
^
須
ら
.
く

萬
人
に
平
等
に
分
®

せ
：ね
ば
^
も
ぬ
V

一
 

.る
が
故
は
、
亦
拎
可
能
韵
最
犬
限
度
0
.
.

「

年
等
_
|に
：到 

興

11
1
似
鞔
-1
,
勞
猶
淦
收
を
撒
«

に
«

施
す
る
時
似
、
.勞

：達
背
し
む
る
窬
の
1?
ぁ
る
^

;
兩
者
は
$
に
牴
觸
す
る 

藤
^
擔
當
.し
撙
ず
る
弟
幼
は
勢
^

保
身
: 0
道
‘に
窮
せ
，ぎ

も

'の
.に
.あ
6

中
却
つ
で
眞
の
举
等
的「

保
證」

を
逨
^
す 

6

0

$

,

隨
勺
て
泚
會
も
亦
た
倒
潰
の
外
無
き
が
故
固
.執
ず
る
.華

に

依

つ

，
で

の

.み
、

平
等
に
對
.
1る
接
.近
を 

に
、
假
令
她
_

似
祉
會
に
何
等
の
勞
働
を
寄
與
せ
ず
と
1

期
待
し
#

可
.

も̂
の
で
办
る」

ミ
，云

ひ(P, 

9
7
)
、

又
他 

雖
、
狗
是
に
逢
存
.資
料
を
分
植
せ
ざ
る
：可
か
ら
會
？
®

の
简
所
2

依
て
は
.

「

個
人
的
競
爭
に
依
も
勞
働
め
關
與 

^
'0
^
®
:
f
<
p
p
‘

，91
.
9

 V
9
5
)
。

'
:

,

す

る

^

り

に
於
て
は
、
保
^

^
02
は
苹
等
分
酿
ビ
調
和

如

坐

の
.>
.:
ム
.ソ
ソ
.の
見
解
は
必
然

一

，の

疑

問

を

誘

致

せ.し
む
る
能
は.ざ
る
V
の
で
あ
：る

」

皮
云
ひ
.

(

P
、
M
5
Q
5
人 

す
^
•
?如
も
带
.
.
tも
保
®
;分

の

制

度

：が
前
：揭II
個
；の.

を

し

て

適

に

‘惑
は
し
む
る
も
ゐ
K
あ
，る
o

银
b

f

b

A

ソ
，シ
.
1身
が
^â

.

其
所
謂
保
證
分
配
.制
度
を
乘
て
.
V 

平
等
分
配
制
.度
，(:
職
け
蚤
論
據
は
那
邊
に
.存
す
る
乎
。
 

洵
に
彼
れ
0

行
論
の
^

色

は

;>
經
濟
理
論
に
夂
»
し 

■

て

篇

.全
收
權
.を
是
非
し
乍
今
俄
然
.墩
德
»
見
地
-ょ
，
 

K
y之
¥

排
笊
せ
.る
.
®に
ま
る
:6
ト
人
ソ
ン
，，を
以
T
純「

科 

學
的
‘

J,

な

b

e
爲
す
の
論
者
ば
、
猶
ら
く
此
激
に
翁
眼 

し
て
、其
_

妄
を
柳
拭
す
可
态
で
あ
る
o
如
ち
.彼
；れ
は
平 

等
的「

保
®」

€

結
合
せ
る
自
由
競
®

の

制

度

を

：
以

て

、
.
， 

^

產
上
に
も
、
分
配
^

に
も
有
利
な
ヶ
i

ir
:る
に
拘 

ら
ず
、
或
は
’
®
ぐ
.共
‘其
不
利
な
る
所
以
を
認
め
得
ざ
る 

に
拘
4

す
.、.
»
に
.
,由
競
.i

物

の

性

質

に

，
擬

感

ず

可
 

き
«

寶
有
&

>!
:
.て
#

を
资
|
|す
る
.の
1?
.
あ

る

々

其

弊

寶
. 

炙
«(

1)

利
&

の

原

现

氣

因

と

す

：
る

»,
> (

ニ)

個
人 

顏

'族

製

：
の

浪

费

ミ

®惡
"
：

s

f 

)

個
人
の
心
意
.に
委
：
.

ね
&
れ
お
る
、«
斷
カ
0
^f
f
i
h削
は
p
づ
か
：ら.限
贽
せ
6
.る
,̂ 

、

が

爲

：に

、
個

人

的

活

動

.

の
樣
式
は
.不
利
な
.る
#
、(

四)

_ 

瘐
病
，
老
年
：，
其
他.

S
；

暴

.̂
備
ふ
る
.靈

：ゆ
缺
如
、

第
十
八#

(

ニ
七
ニ)

雜

鳞

分

.カ
ル
ド
オ
派
社.

の
-a
-)

黏
有
財
.鹰
制
度
ね
基
'

欺̂
制
等
セ
办
る
.

.CPPV.

以6S
I

 

.
3
6
9
)
。

而
し
て
是
等
の
禍
«

を
除
尜
し「

保
蹬」

：
の
利 

織
す
典
に
平
等
の
狀
態
を
現
出
す
る
.に
：は
.敎
育
^

0

0
 

疙

に

侬

り
0

1

流
の
‘協
同
的
共
產
社
會
の
.建
設
に 

傲
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。E

 
く

「

IZ
J
-
e
w
. 

L
a
n
a
r
k

0.o
w
e
n

 

.は

.分
配
®'
.取
等
王
元
金
な
る
.
.

「

保
證」

ズ

を

如

何

に

し 

て
®

和
す
可
參
炉
を
明
一ホ
じ
/?
。
批
互
協
同
ミ
平
等
分 

配

.、
是
れ
彼
れ
の
’用
.ゆ
る
'率
段

で

あ

る」

3(
c
h
a
p
.

 

6
.. 

sec. 

I
)
。

乍

併 

B
e
e
r

0,
_

言
0.
_

ぐ

尙

ぐ
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i
s
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t
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 W
e
a
l
t
h

ミ
執
筆
の
當
II
S

に
於
て
は
.os

r
r

の
影 

響
泰
だ
甚
だ
完
た
か
ら
ず
I
獨
a

生
®

者
ょ
h
成
る
•&
 

由
、
原
始
的
、
民
主
的
な
4
胁

會

を

勞

働

の

：
任

意

的

結

.、 

合
^

依
る
社
會
主
義
的
社
會
疼
の
：裁
決
に
.若
干
踟
輯

 ̂

跡
有
-
し̂

に

、
‘
^
;
^
!
^
^
!
!
の

 

s la
b
o
u
r

 

D
e
f
e
n
d
£
i

一A
前
者
を
^
歌
*
.可
さ
所
以
を
高
_
す
る
.
'に
，及
•び
て
、
 

t

A
ソ

^
は
決
然
後
者
を
理
.想
を
す
可
さ
最
'後
0
確
信 

に
到
達
し
、
B
t>
.
ハ

 
r L

a
b
o
u
r

 

R
e

'̂a
r
d
e
d

 

 ̂
を
現
は
し

主
義
.櫬
.論 
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,
ー

鞔
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.十

べ

卷

o

l'f
c
tz:
}

,で

,-
1
假
令
勞
働
は
#

努
办
ぼ
成
.作
る
莶
馨
■
物
好
獲
#
 

す
な
'
‘の
權
利
を
保
：證
ぜ
5>
-
れ
^

る
可
炉
ら
中
.ミ
聊
、：.尙 

生
產
の
莫
火
な
る
增
加
並
に
'萬
人
.の
享
樂
を
可
能
な
ら 

し
め
、
併
せ
て
凡
ゆ
る
事
變
に
對
す
：る
.相
互
保
險
を
完 

か
ら
し
め
ん
が
爲
に
、
勞
働
.が
其
.生
產
に
從
»■
す
_る
以 

前
に
y

平
等
の
報
償
を
收
免
す
可
き
事
を
任
.意
に
飯
定
• 

し
て
不
可
な
る
の
理
有
C

ん
ぞJ

(
L
a
b
o
u
.
r

 

R
e
w
a
r
d
e
d
,

 

p
,
3
7
)

ご
て
、.
其
決
定
的
態
度
を
表
明
し
た(

B
e
e
r
r

 

o
p
. 

c

r

p. 

2
2
5
).o:

而
し
て
：現
存
社
#
:ょ
り
理
想
.社
會 

に
推
移
す
る
過
程
に
關
し
で
は
、「

强
制
的
平
等
ば
自
_

§
1

猫

|

一
八 

の
衣
本
等
に
歸
し
た
を
後
み
；•功
刺
の
原
理
に
照
應
.し
て 

富
の
取
等
な
''る
分
®;
は
、
其
：

&

生
產
に
支
障
を
來
さ
：

>

'

る
跃
上
は
、
现
想
的
制
度
：馆
る
艰
き
所
以
を
立
證
す
る
。 

\

愛
に
.於
て
勞
#

全
收
« '
を
甚
礎
£
す
る
一
案
は
、
問
題 

|

を
經
濟
的
*
園
に
限
局
す
る
限
り
，
理
想
に
近
しV

J

の 

I

說
定
b

與
へ
る
。
聶
し
生
牽
方
而
ょ
ヶ
す
れ
ば
、
そ
は 

勞
働
に
至
.極
快
適び
る
動
因
を
與
ふ
る
が
故
に
最
も
有 

j

利
で
あ
る
。
次
に
#

案
を
分
配
方
面
に
轉
In
i
す
る
も
.？ 

j

天
患
物
の
平
等
分
配
.ご
老
幼
0
抉
挿
€
を
前
提
ど
す
れ 

ば
、
格
別
乃
支
障
を
發
觅
せ
ぬ
。
又
此
勞
働
全
收
の
制 

\

度
に
如
上
の
雨
除
外
㈣
を

設

く

る

以

上

.
、
'
.
興

所

謂

伞

等
 

分
配
制
度
の
實

質
ど
如
何
な
る
s
g
jを
生
ず
る
や
も
、 

|、
未
だ
甚
だ
明
瞭
で
な
ぃ
。
唯
だ
：此
制
度
は
道
德
的
見
地

人
に
寒
^
て

何

等

の

我«
を
も
垂
示
ず
る
能
は
ず

」

(Distribution 

of W
e
a
l
t
V

 p.: 

3
CO
3)

。
只
會
導
々
た
る

說
諭
ビ
、
.模
範
的
共
產
社
#
の
典
型
を
實
地
に
示
ず
事

に
依
り
て
の
み
、
，全, ®
界
に
新
生
命
を
賦
興
す
る
を
得

/

ょ
り
、
斷
然
徘
斥
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
蔻
し
そ
は
各
人
の 

可
-

^
の
、
平
和
的
見
解
を
保
持
せ
る
；も
の
で
あ

'る
。

自
由
競f

現
前
す
る
が.故
に
、
.利

己

が

行

爲

湯

因 

以
上
概
^
せ
る
^
を
愛
に
恶
約
す
る
に
、

ト

ム

ソ

ン

ぐ

」

な
る
b
以

て

^
あ
6

0

依
0
て
*
/|
;
相
5
决
助
の
%
 

—
先
っ(

丨
'|
,
3ネ
^
'て
.
&も

:1
困
普
ね
¥
實

狀

を

分

配

神

に®く
.
 

o
v
v
e
n

流
0.
描
同
的
典
產
社
會
の
中
に
、

雜
：

錄

リ

7>
^
ド
士
添
此
會
：虫
喪
槪
論

平
等
分
齙
制
度
の
實
化
發
揮
す
る
の
が
最
善
ガ
方
途
で
. 

あ
る
一
o
而
し
て
是
に
到
達
す
る
手
段
ビ
し
て
は
、
暴
力 

を
.徘
し
、
理
想
社
會
の
典
型
を
實
地
に
示
す
事
に
依
つ 

て
、
人
々
を
納
得
せ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
云ふ
に
歸
着 

す
る
。
而
し
て
如
上
の
患
索
の
過
程
の
中
に
は
多
量
の 

空
想
的
分
子
を
包
含
す
る
が
故
に
、
吾
人
ゆ
到
底
M
s;
-
. 

g
e
r
.

の
如
く
ト
ム
ソ
ン
を
以
て「

科
學
魄
社
會
生
義
の 

最
も
願
著
な
る
.建
設
者」

ミ
爲
す
の
說
に
ば
、
讃
同
す 

る

能

は

ざ

る

も

の

で

雖

、
向
社
會
主
義
艰
想
史
上
，
 

に
於
る
敗
れ
の
地
位
を
適
確
に
鬧
明
す
る
に
は
：、
输
叙

の
根
本
见
想
が
果
し
て
幾
許
の
藉
度
に
ま
で
其
經
濟
學 

的
理
論
^
連
繫
せ
る
が
を
、
吟
味f

る
0
:必
要
が
あ
る
。

:
五

■

ト
ム
ソX

の
經
濟
學
說
の
®

#
は
所
誑
ソ
力
ァ
R
ォ 

の
勞
働
儐
値
說
に
由
漱
す
る
6〕

日
<.
~|
富

は

勞

働

の

.

.
所
 

產V

あ
る
。
雜
て
欲
望
の
對
象
を
富V」

化
す
る
所
の
分 

子
は
、勞
働
以
外
に
ば
有
り
得
な
い
。勞
働
は
富
の
■
特

:

笫

十

八

卷(

ニ
七
3)

雜

:
_

.3
カ
-̂

ド
允
_
敢

の
性
徵
^-
る
ぐ
し
共
1:
>
派
た
.其
1«
!

-.
&

秦
日»
的
尺
度
^.
- 

あ

る
！—

勞

働

こ^-
は

唯 

一
0.
#

0 :
-
父

であ
る」

.

(

o
i
s
- 

t
r
icr
u
t
io.
n of W

e
a
l
t
h
, pp. 

6

丨
 7

)

 

o 
低 
w
«-
を
形
成

-t
;
る
‘ 

勞
働
に
は
、
啻
に
過
，.去
に
於
て
消
費
せ
ら
れ
た
る
.勞
働 

の
み
^

ら
す
、
亦
た
未
來
に
於
て
節
約
せ
ら
る
，可
き
勞
' 

働
を
も
包
合
す
る
'「

沙
^

の
S

に
於
る
先
衆
は
富
で
6
 

る
。
固
ょ
ら
井
錕
は
、
謂
は
：ぃ
自
然
の
所
產
な
る

が
钬 

に
，

之
を
作
る
に
毫
も
勞
働
を
必
要
ビ
せ
す
、
且
つ
又 

水
を
®

出
す
勞
働
の
/>
'
が
».
價
せ
&
る
可
き
も
の
で
も 

無
い
0

乍
併
并
泉
が
其
筒
所
’に
.存
祖
す
る
事
は
、
^

し 

是〗

れ
滅
く
ん
ば
最
寄
o
の
場
所
ょ
b
水
を
搬
出
し
來
る 

に
必
要
な
る
勞
働
を
節
約
す
る
a
而
し
て
此
井
泉
の
價 

値
は
、
斯
く
節
約
せ
ら
れ
た
る
勞
働
0:
分
量
に
依
y
侧 

定
す
可
き
も
の
で
.あ
る」

(P. 

9
)
。

然
ら
ば
ト
A
_
x 

V

は
、

純
眞
な
る
'勞
働
«
値
說
を
以 

て

1
賞
せ
-

や̂
€

云
ふ
に
、
然
&
ず
。
彼
れ
は
勞
働
を 

以
て
成
る
‘程
當
の
唯
1#

遍
的
な
ぢ
尺
'度
ミ
爲
す
も
、 

羅
槪
纖 

焫
，！
；號

.一.-1

九
、
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雜

鼢

$

を

赢

黎

薩

鼸
 

第
i

r

o'
--

然
ぢ
精
.確
な
を
尺
度
に
.は
^ ;
>̂
.
:
.
ず
ど
主
聰
す
る
。
肺
：̂. 

て
興
糨
確
な
ら
ざ
t

■
做
ば
v
r級
望
ゆ
露
化
し
易
く」

. 

JL
つ
_
侧
ば
欲
鄴
の
糨
確
な
る
#

«
た

ふ

雜

ば

^

る
於 

故

で

あ
S
&
云

ふ
のP

あ
f
©'
• 

Hで
一
切

)

。
換
言
す
れ 

は
^
れ

は

勞
#
愤

値

說
0
観
念
，ビ
、

是

ビ

相

容

れ
ざ
る
..
 

虫
觀
的
働
値
說
ゅ
■
念
募
齋
々
包
有
せ
.右
も
の
で
あ 

る
。
愛
は
於
で
が
！1
者
の
齡
称
を
試
み
で
沄
ふ
ー
例
へ 

ば
赌
園
#

§
如

ぐ「

自
然
鉍
»

_

0供
給
を
制
限
せ
ふ 

:

麗
に
勢
修
料
欲
敫
ゆ
®
求

を

f
 

に
於
で
は
、
■

辄

恶

皆

ツ

に

做

.
ツ

て

決

、 

人
爲
阶
偶
.値
を
發
生
す
な
I

然
し
■
氣
の
決
觉
す
る 

«'
航
は
是
^
徽
似
0 :
-
»
物
を
生
產
す
な
に
必
耍
な
る
激 

侧

の

分

.®
に
依
ヶ
で
制
®-
せ
ら
れ
、
.且
つ
此
程
度
に
.上 

る
«
稀
で
扣
な」

(

^.
'

14, i
5
)
V
J
。

而
し
て
嗜
好
品
'̂

■

稀
少
n
gヒ
を
除
外
.す
S

時
は
、
::
多
.數
0'
自
曲
に
生
產
し
：

得
可
き
財
を
办
み
存
し
ノ
是
等
に
奪
し
て
は
^
靜
亂
社 

會
狀
態
に
於
て
は
、
勞
働
ゅ
轍
術
な
る
尺
度
で
ぁ
な
。 即

ち

。

「

特

定

#
斯

靡

に

於

各

、

鞭

定

の

欲

望

を

保

持

せ
 

を

，

特

肺

會

狀

態

に

於

で

は

、

欲

銎

の

0
的

#

を
 

產

姐

す

る

爲

に

雁

俯

.
ら

，
_
か

.
滕

常

0,
熟

線

並

に

W 

斷

&

具

備

す

る

所

§

簽

儆

於

、

彼

等

の

價

値

の

唯

|

の 

尺

度

.で
み

り

、

且

づ

斯

か

i
#
慠

§

下

に

於

て

ば

糨

確
 

な

な

尺

度

で

ぁ

る

し

士

云

ふ

&
で

办

ん

(P
. 

1
6
)

今
勿
上
0,
.
卜
ム
ソ
ン
の
働
修
論
を
以
で
ダ
-力
ア
ド
オ 

の
夫
れ
$

_
比
す
る
に
、
勢
備
愒
修
0;
歡
念
を
雄
本
^- 

す
.藤

に

於

で

感

藤

は

W
私
|
«,
な
‘

^
K .
:
派
生
她

見
解
に
於
で
看
過
ず
可
如
：

を
，
二
個

§

相
違
が
办 

4

0其
一
は
卿
よ
レ
タ
ガ

.

.RIV
-'オ

^5

勞

儆

に

依

ヶ

で

啟
 

凼

に

®
製

し

踮

ば

ざ

を

it
■

縈

杀

紙

勞

働

價

値

說

の

觀
 

念

f
o/
除

外

し

た

る

に

、

h
ム

ン

^ '
は

一

旦

除

外

し

た

 

る

.如

上

の

貨

物

を®
び

誘

：致

し

て

r 

M 

^

「

類

似

せ

6. 

货

物

」

の

偾

値

ご

^
此

せ

し

办

^
る

に

依

り

、

其

價

値
 

論

を

し

て

拾

收

す

可

炉

雇

を

紛

糾
|,
;

'

胳

ら

し

め

た0 

其

.一
一
は

义

カ

ア

ド

オ

ほ

擦

に*.
齋

働

價

値

ft
の

®
始

的

態
錄
を
修
:®
し
て
、
M

に
，勞
働
の
成
果
が
市
埸
に
賛
出 

さ
る
く
寒
に
經
過
す
る
時
間
の
長
領
が
、
其
相
對
的
價 

値
に
關
係
す
る
の
理
を
追
加
音
.る
U
、
ト
.ム
ソ
ン
は
全 

然
之
を
閑
却
し
友
。
畢
竟
彼
れ
は
抛
棄
す
可
き
も
の
を 

抛
棄
甘
ず
"
追
加
す
可
き
も
め
を
追
加
し
な
か
つ

た

の

 

で
f

。
^
者
或
は
»

會
主
義
經
'»
學
^
を
其
發
端
に 

於
て
邪
路
に
致
せ
る
の
因
火
カ
ア
ド
ォ
の
價
値
論
に
在 

り
ビ
爲
す
紫
有
れ
で
も
、吾
入
は
其
是
れ
有
る
は
、
 

相
.傅
者
め
.罪
に
あ
ら
す
し
て
寧
ろ
繼
承
者
の
罪
に
あ
ら 

ざ
る
.か
を
疑
ふ
も
の
で
あ
.る

，0

勞
銀
に
關
す
る
考
察
は
ニ L

a
b
o
u
r

 

R
e
w
a
r
d
e
d

 

^
1: 

稍
明
細
で
：あ
る
。
被
れ
は
先
づ
鵄
在
勞
錶
率
が
如
㈣

な 

る
作
用
に
依
ち
て
決
眾
せ
，ら
る
、
か
を
採
求
し
、：
畢
竟 

「

需
要
.供
鈴
の
比
例」

«

厶
ー
語
に
要
，約
せ
ら
る
、
所 

の
、
倘
發
的
諸
事
情
の
變
化
に
基
く V

J

の
結
論
に
到
達 

す

る(
L
a
b
o
u
r

 

R
e
z
v
a
r
d
e
d
,

 

p. 

2
3

 )

。
問
題
は
如
何
に 

在
る
；乎
ょ
b
如
何
に
.在
る
可
き
乎
に
.移
ら
ね
ば
な
ら 

笫
十
A
嵇

(

ニ

七

丟

べ

雜

ン

錄

3
カ
ル
ド
女
f

ぬ
タ
.愛
('
:
於
て
彼
れ
は
> 

I
部
論
客
の
.提
案
六
る
功
續 

に
準
ず
る
分
配
は
、
不
可
に
し
て
具
不
能
な
b 
€
考
へ 

る
、。
熟
練
優
秀
の
勞
働
を
遂
行
す
る
に
侬
つ
て
感
ず
る 

幸
祖
其
物
が
、
旣
に
充
分
な
る
報
償
て
あ
る
。
況
や
文 

明
の
第
一
義
，

t
r

適
考
の
產
出
に
あ
A
ず
し
て
"
不
適 

者
の
非
運
を
緩
和
す
る
*

に
存
す
る
の
で
あ
る
。
然
る 

に
功
辑
に
準
じ
て
寒
等
を
附
す
る
，は
、
是
れ
或
る
意
味 

に
於
て
、
弱
者
を
«
牲
に
供
し
て
强
者
に
»
す
る
も
の 

で
あ
る
。

E

に
そ
ぬ
强
‘滕
的
法
律
を
背
最
ミ
す
る
に
あ 

ら
ず
ん
ば
、
支
持
す
る
を
得
な
い
0
蓋
.し
良
由
競
#
の 

職
度
谈
、
斯
炉
る
手
段
に
基
く
勞
銀
0
決
宛
を
妨
碍
.す 

可
き
を
以
て
V
あ
る
。
最
後
に
個
人
的
勞
働
2

貝
献
を 

適
職
に
測
定
す
る
の
不
可
能
な
る
、一
事
は
、
斯
炉
る
提 

案
を
鑛
用
ビ
す
る
も
の
で
あ
る(Ibid. 

P
P 19

- 2
0
, 

2
9
) 

羅
.竟
此
間
題
を
*
決
す
る
は

.
、

此
間
題
を
拋
擲
す
る
'に 

茌
る
。
乍

併

個
人
的
卜
は
. ^

Mr
能
ば
る
.
事
も
.集
團
的
に 

は
可
能
^

あ
る(Ibki. 

p. 

sos
N
el
l
ち
各
個
人
の
生
*
せ

囊
議
論
：
 

第二鱗ニニ



笫十八卷

0
1

七六

)
る
分
*
に
し
尤
決
定
す
る
を
得
ざ
ふ
以
上
は
、
.勞
銀
0 

勞
働
の
苹
均
生
產
.ヵ
に
难
じ
、て
艄
|

人
々
.に
屯
等
に
，
 

靡
ふ
る
S

か
ず
、
.且
っ
此
_

分
：配
の
©J
,度
は
_

 

I

に
於
る
勞
働
者

0'
任
意
協
卑
に
依
.つ
て
開

始

す

部

一 

し i
M
s
g
v
:

で
ぁ
6,
p'o

w
s
t
h
a
l

•• 

op:.ci£, 

pp. 

33* 

| 

3
i
)

仲
^

a
の
如
く
.
 pdIstribut

b*n 

o
f 

w
e
a
l
t
h

*":
\

に於ては、

產

農

：g

I

_

Q

社
嘗
協
同
的

\

產
‘社
會
ど
の
採
決
に
_
踏
し
、
隨
つ
て
前
叙
の
徹
底j 

的
*
見

を

抱

懐

し

た

ふ

を

#,
ず
，
' 殊
に
功
寧

 ̂

準

ず

る

分

配

制

度

、

即
ち
勞
働
‘全

收

檫

£

ぐ
分
配
修

.j 

&■
を
し
心
，避
し
て
艰
響
分
配

.制
度
に
趣
け
る
©;
«
は
_

»| 

學
上
の
理
齡
に
存
せ
ず
し
て
、
道
德
的
見
地
に
發
す
る
：j 

も
の
な
る
を
、
吾
'人
は
反
镫
难
記
せS

ば
な
ら
I

。

. .
 

j 

、
勞

銀

以

外

の

所

得

は

、

ト
ム
ソ
ン
に
從
べ

.ば
、

搾

取\ 

の
結
果
T

t

。
そ
は
利
f

地
代
の
名
に
於
て
行
は 

れ

、
卿

ぐ共
勞
働
生
產
物S

半

数

を

！

3

め
て
ゐ
る.

rDis- 

a

l

g
 

T 

源

泉

は

表

笫 
ニ

號

r

H

れ
に
換
費
音
ら
れ
，た

る

熟

蠢

働

に

依

？

、'
粗
生
原 

料
に
對
し
て
加
へ
6

れ
|2
|

:
値
以
外
に
.は

有
9
得
な 

し
.

.
原
料
、
幾
物
、
機
械
、
勞
銀
等
は
S
彼
等
；

S
I

身
.の
债 

値
に
毫
篮
^
も
加
ふ
る
を
得
な
い
o

»
加
價
値
は
«
,
だ 

-勞
働
丄
タ
の
み
發
生
す
を
f
 

1
2
じ
パ
然
し
又
以
爲
&
 

ぐ

機

械

原

料

等

の

形

態

に

於

る

資

本

^ :
ふ

に

あ

ら

ざ
 

れ

ば■

獨

り

勞

働

の
.み

に

て

も

生

載

上

無

方

.で

あ

る

。
没

#

1

は

、

$

£

て

彼

れ

自

身

資

本

を

所

有

せ
 

ざ

る

時

は
："

其

使

用

に

：
對

し

T:
當

然

報®

を

挪

は

ね’ば
. 

な
ら
ぬ
。
愛
に
於
翁
問

|

其
幾
何
を
支
拂
ふ
.

|
 

炉
に
歸
着
す
る
。
之
を
資
本
家
；に
問
べ
ば
：答
へ
.て
凹
く 

「
そ
は
’機
械
其
他
の
資
本
の
，使
用
の
結
果
、
同
量
.の
勞
働 

に
依
つV

產
出
せ
ら
れ
た
る
#

加
®
値
で
あ

る

。
斯

わ

. 

る
'餘
剩
慎
値
の
全
部
は
資
本
を
蓄
積
•し
て
之
を
，
若
.レ 

く
は
其
傲
用
を
，
勞
働
：者
'^:
前
貸
す
る
所
の
優
秀
な
る 

-T
腕
才
潜
に
酬
ゆ
る

爲
、
‘資
本
家
に
歸
腐
ず
可
き
も
の 

て
あ
る
し
ビ
。
之
^'
勞
働
者
に
.問
へ
ば
答
べ
て
日
く「

そ

雜

錄

”
カ
ル
ぶ
派
社
會
囊
概
論

は
生
產
に
消
耗
ぜ
.ら
れ
れ
ゐ
資
本
の
：.失
費
へ
を
償
却
し
、
 

加
ふ
る
に
.其
所
有
者
並
に
：管
理
者
を
し
て
、
此
較
W
熱 

心
に
生
產
に
從
事
せ
：る
勞
_

考
^
,
同
等
の
安
樂
を
享 

得
せ
じ
ひ
る
に
足
る
丈
け
の
額
で
*:
る」

€ 

(p. I

S )

し
吾
人
は
此
ト
ム
ソ
ン
の
：陳
述
.に
歷
：然
た
る
矛
盾
の
存 

f

る
：事
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
勞
働
の
•爲
に
辯
ず 

る
に
當
b

て
や
、
彼
れ
は
資
本
を
以
て
毫
も
新
た
な
る 

慎
値
を
產
財
す
る
も0 -
に
：.あ
ら
ず
，
增
加
價
値
を
生
.產 

t;
る
は
勢
#

に
し
て
、
資
本
は
唯
だ
其
^
«

额
の
み

が

 

新
商
品
に
入
る
の
で
あ
る
^
主
張
す
る
。

'
此
は
リ
力

r 

Vド
：ォ
の
意
見
；に
合
致
す
る
、

然
るに
一
方
資
本
家
0

爲
.

• 

ば
辭
中
る
に
及
び
> 
彼
れ
は
：餘
剩
偾
値
即
ち
新
價
値
を 

產
出
す
る
は
.機
械
で
あ
.る
。
-，換
言
す
れ
ば
、
勞
働の
み 

.に
で
は常
r

特
定
^

最
少
限
を
.生
產
す
る
に
過
ざ
す
、
■ 

夥
多
®

m
ば

資

ホ

‘
が

生

產

す

な

0

で

あ
6 
^
論
述
す 

る
o
\若
し
此
後
說
に
し
て
ー
ト
ん
ソ
ン
自
身
の
見
解
な
，り 

€•
せ
ば
1

彼
れ
は
奪
も
勞
働
生
產
物
の
ネ
m
な
る
«

«

第
■十

八

盤(11

七
七〕

雜

錄

3
力

^
ド
オ
派
研 を

'杭
議
す
可
、き
理
_

を
.持
^
^
W。
蓋
し
此
場
合
、
資
本
.. 

は
唯
だ
其
生
產
せ
る

.•所
を
.取
：る
に「
過
ぎ
ぎ

A

故
で
あ

.
 

な
。此
：岐
路
に
於
て
ト
ム
ソ
ゾ
：の
當
然
爲
す
可
き
^

は
、 

全
間
題
を
經
濟
學
的
根
據
ょ
>

考
察
し
V

勞
資
兩
：主
脹 

の
孰
れ
が
經
濟
學
の
純
理
並
に
歷
史
に
適
合
す
る
が
を 

論
斷
す
可
き
で
办

つ
た
。
然
る
に
®
れ
は
秋
毫
も
之
を 

企
つ
る
事
無
く
、
再
び
功
利
0;
原
理
：.に
立
返
つ
'
て
日
く
、 

「

勞
働
者
が
.其
生
產
ヵ
を
骚
揮
す
る
を
得
る
に
必
要
な 

る
資
本
の
：使
用
に
對
し
て
、
支
挪
ふ
可
き
所
の
額
は
、：
 

前
：揭
勞
資
兩
主
：張
に
從
^
て
莫
大
な
る
相
遨
.が
あ
：る
" 

そ
は
.殆
ん
ど
完
荃
な
令
平
等
ど
W

貧
富
の
極
端
な
1る
分 

0

ビ
の
間
に
存
す
る
相
違
で
あ
る
。
此
結
抗
せ
る
要
求 

校
對
：し
、
,.
正
.義
は
如
何
^
|
|
^
功
利
は
如
何
に
斷
中
る 

:

乎
。j

若
^

勞
働
蓉
0

提
窠
，̂
し

で

：
普

'及

せ

ば

富

は

迅

速
 

に
智
加
す
多
で
あ
ら
ぅ
。
盤
^

生
.
*的
勞
働
者
は
、
其 

勞
働
.の
；全
所
產
を
濺
得
ず
る
が
故
.に
、
最
犬
の
熱
心
を 

.以

.て
勞
働
ゆ
從
事
ず
ざ
爲
で
あ
る
。
富
は
斯
く
て
多
數• 

主
'義

議

. 

l

m

.
一. 

i



第
十
•

 

U
1

七
八)

の
上
に
分
布
を
、
爲
^
鳥

大

，
多

歎

汾

最

太

幸

福

に

.
酸

ず
 

る

機

會

を

作

耻

會

は

略

ぼ

其

目

標

：
に
：
到

達

I

で 

1

5
 

0是
G

反

し
.て

，

資

本

家

の

.
提

案

が

普

及

す

る

.

#

&
な

る
不
平
等
が
，發
生
す
.る
で
あ
&
 

5
。
：
.
際
 

腺

無

身

愚Q

m

m
这
社
#

衆
段
に
.對
す
る
' 優
越
«

に
：'
® 

戟
贫
&
れ
で
、
彼
れ
«
«.
制
^

^

す
.
4で
あ
ら
5
0 

不
艰
等
の
楼
惡
は
，其
.極
限
に
.箱
す
各
で
あ
£
 
>
'
幸

躍 

味
其
最
低
水
權
に
.沈
偷
す
る
.で
あ
：A
ぅ
。
如
可 

< な
、

は
第
|
に
、
.
極
«

な

る

攀

等

黛

太

多

數

者

0
幸
福 

を

奪

ふ

に

侬

义

享

樂

0.
.總
和
釔
減
少
せ
し
め
6
;。
第 

-
ザ
に
そ
は
疋
此
例
的
に
富
著
0
,幸
.顧

を

增

加

し

な

い

o .

. ^
し
吾
人
の
&

菜
及
び
欲
望
を
充
足
す
る
に
は
茧
レ
甯|

 

の

f

楚
部
分
を
0
み
必
要
を
し
、
舭̂

0
の
.富

に

對

す.1 

る
璁
加
部
分S

各
.々

は
、假
令
畴
價
値
を
f

る
と
も
、

. 

费

人

の

盡

客

加

す

.る

襲

は

：愈
々
.減
少
す
る
か
ら

で
ぁ
る
。
極
端
な
る
不
华
等1

極
端
に
富
裕
な
I

 

の
間
|:
猜
1
8
諸̂
部
惡
：を
.發
生
し
、
而
し
.て
■此
：罪
®
.を

第

二

姚

一
H

四 

爾
餘
の
人
民
間
に
傅
瓒
|

。
ネ
は
：雜

率

高

き

讓..9. 

刺

る

。：

I

主
i

b
て
.懒
惰
I

I

者 

の
.猶
氣
S

樂
に
：迎
合
す
る
f

'

"
無
益
.f

捸
術
や

職

業

を

露

I

。
證

ね

|

必
#

|

|

響

|

る

岛

外

に

自

か

ら

何

等

の

，資

格

^
名

有

切

ざ

る

^

^

^
 

依

？

、
.*
法

筒

法

衍

政0:
5
權

を

醤
f

る
I

至

るI

あ
る
。
故
.

4

1
利

笔

謹

I

地
.に
依

f

、
勞

働

者

；
側

の

：
提

案

を

：
普

嚴

せ

，
し

め

ね

ば

な

6

ぬ」

 

裒

B
e
e
r
” 

i
r
y
o

 

o
f

 

B

m
 

s

o

i

l

, 

I
v
l
p
p
.

| 

l

l

>。'
見
る
可
し
、
音
於
て
も
亦
た
最
後
の
裁 

斷

を

下

せ

る

論

據

吒

馨

學

上

の

純

®
に
め
ら
す
し 

て
.道
據
的
見
地
に
基
け
る
も
0

で
*.
.る
。

轉

.
じ

t

ト

ム

ツ

ン

.

.
0 

S

會

政

策

4

の
.
見

解

を

.

.
窺

ふ
 

に

彼

れ

は

當

時

論

議

0.
焦

激

迄

成

れ

：
る

H
;
傭

0
.
_
J 

u

»

L

t

. 
_«

填

な

る 

> 

乍

併

力

.賴

さ

批

判

を

下

し

で

や
る
。
第

i

一
 

は
人
P

農

，■

第
為
は
穀
物
條
例
I

、

第

^
枉

努

^

^

合

間

題

，
^

r

あ

，
I

雜

，

靜

U
々
ア
ド
ォ
派
社
會
庄
義
撫
驗

旣
に
ル
，.ム
ソ
ン
に
し
てO

W
S
:

流
の
典
*
社
會
を
理 

想
^
す
る
以
上
は
、
總
て
の
触
會
主
義
の
行
途
に
於
る 

一
大
晴
礁
ミ
し
ャ
提
示
せ
ち
れ
し
s
a
i
t
r
s

派
.の
人
口 

論
を 

> 
閑
却
^
る
能
は
ざ
る
は
_
ょ
ち
其
所
で
あ
る
：。
 

乍
&
§
還
に
關
し
て
も
亦
炫
>「

其

^

d;g
r
i
b
a
o
n 

of W

れalth 
ご 

 ̂,Labcnl:r.^ewarde

'G.
。

^
の
間
に

，ゆ
、
'看
過
し
識
.き

霖

が

あ

る

：。：即
ち
前
著
に
於
て
.は
、
 

勞
働
踏
鈒
の
<

ロ
適
剩
が
常
に
勞
銀
の
低
下
に
.終
る
.
€ 

宏
ふ
現
象
は
、「

現
在
の
知
識
狀
態
に
於
て
は
、
物
理
的 

U

は
可
能
^
る
も
道
德
的
に
は
不
可
能
で
あ
る
し(

D
i
s
-

 

.s
;
b
t
l
.
t
i
B 

o
f

 w
e
a
l
?
p
>

 4
2
3
3

は
レ
の
見
解
を
披
壢
し
乍 

ら
、
其
_

に
於
て
は
人
ロ
鄭
節
の
隹
難
な
る
所
以
を 

列
擧
し
、(

o
椴
呛
入
口
の
抑
制
が
實
稞
せ
ら
る
ゝ
*
、
 

そ
は
勢
働
若
を
救
助
せ
ざ
ゐ
可
レ
>

蓋

11
>
或
る
勞
働
者 

.の
幽
體
が
其
增
殖
^

抑
制
す
る
定
も
、
彼
等
の
階
級
は 

抑
P

,
行
は
ぎ
る
.團
體
の
人
員
に
依
ち
て
充
れ
さ
る
可
.

き
が
.

故
で
あ
る.。
0

ご
假
令
總
て
の
熟
練
勞
榻
漭
の

'

豊

,
«•
增
殖
を
抑
制
す
：る
ミ
も
、
彼
等
の
：階
級
.は
不 

熟

練
勞
働
者
.

體
に
依
6

て

, 3
5

枱
さ

る
可
し
.。(

三) 

疯
令
大
不
刿
娵
の
德
，て
の
勞
働
者
が
抑
制
•を
行
ふ
€
 

ぢ
-
彼
等
'0
.階
級
は
勞
銀
低
廉
な
る
他
國
民
に
依
つ
て 

充
た
き
る
可
し
，々(

：

四
，

)

若
し
^
邦
人
會
除
外
す
る
す 

n

ば
'9

自
他
*

易
1
9
M11
U
破
れ
、
暴
カ
^
讁
詐
ぞ
の 

凡
ゆ
る
«

惡
を
人
類
に
及
ぼ
す
で
あ
ら
ぅ
。
故
に
結
周 

人
口
を
制
限
^

勞
働
の
供
給
を
調
節
す
る
は
不
坷
能
.で 

.あ

.る
。
假
^
'之
を
可
能
な
肀
€

す
冬
'も

、』：

一
個
'
の

新

眷
 

鑛
が
後
座
す
る
で
あ
6

ぅ
。：
抑
ち
資
本
は
低
燦
な
名
勢 

働
の
#

«
す
る
國

K-
移
動
す
る
の
«
向
t
促
し
、
本
國 

に
於
み
人a
制
限
を
.徒
爾
.に
，終
ら
じ
め
る
、で
あ
&

ぅ

。 

觅
;1
:

低
廉
な
石
勞
働
：の
所
康
^

る
外
_
品
め
競
爭
は
內 

國
^

場
を
脅
威
す
る
で
あ&

ぅ」
V」

述
ベ
て
ぬ
る(

卜
ャ 

hovii 

R
e
w
a
r
d
e
d
)

 

9
?
.
»
-
7
4
)
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即
ち
彼
れ
被1

方
に 

於

，
て

人

ロ
.過
剩
を
想
像
む_
:
し

？
說
，き
乍
ら
、
他
方
^
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カ
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瓲

曾

法
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於
IT
現
存
狀
態
に
在
り
て
は
入
ロ
制
®
の
不
可
能
な
る 

を
獄
梦
石
も
の
で
：あ
や
。
，
畢
竟
彼
れ
は
現
存
狀
態
に
對 

す
る
，®
擊
ビ
し
S

、
他
の
改
造
論
者
の
提
案
に
：
應 

H

意
を
表
す
れ
.̂
も
^

之
を
以
て
自
已
の
提
案
^

比
胶 

す
る
時
は
、
其
不
完
全
を
非
難
す
，る
所
の
論
客
で
あ
る
。
 

人
ロ
制
限
に
依
る
改
良
案
に
對
す
る
所
の
、
ト
ム
ソ
ン 

息

の

最

後

'の
態
度
は
、
‘
.
そ

は
最
善
に
解
す
る
も
所
詮 

消
極
的
な
り
ビ
云
ふ
に
歸
養
す
る
。
.そ
は
勞
働
者
に
對 

し
勞
働
生
產
物
の

：

全
收
：を
約
朿
す
る
事
無
.く
、

唯
だ
.貧 

困
の
最
惡
の
禍
害
を
囘
.避
す
る

に

，
過

ざ

ぬ

。
一
方
共
產

主
義
的
社
會
に
於5

、

輿

論
S

く
知
識
の
普f

 
.

理
性
的
^-
爲
は
、
此
禍
害
の
.發
.现
を
し
て
想
像
し
®

a
 

ざ
：る
も
のV

爲
す
可
し
ど
云
：ふ

の

で

あ

る(

p

§

G-
,
c
a
i 

ぶ
r

e

&

l
 

p. 

2
3
C
V
.
L
O
W
e
n
f

 

“ 
穿

I

岂 

s
o
c
i
a
l
.

M

#p
.

 

3
9

)

其
結
論
の
空
想
的
精
神
改
造
論
に
墮
せ

. 

る
は
、
新
た
に®

々
を
要
し
：な
い。

:

穀
物
條
例
'に
關
す
る
紛
耘
は
、
卜
ム
ク
シ
に
從
へ
ミ

桀
，ニ
魏
 

一
一
^

證

資

本

■

:

み
0

問
題
で
f

 .。
該

條

例

を

康

出

す 

れ

ば「

生
f

增
加
し
、
若
し
C
は
返
步
i

免

る

.、 

力
：も
知
れ
ね
"
然
し
其
生
產
物
の
分
配
K

至
っ

て
は
、
 

ノノ.
S

M
理
：其
物
が
依
然
问」

な
る
を
以
て
、
其
相
違
^
' 

j 

W
た

活
M-
L
#

の

騷

鑛

を

層

大

.な

.ら

し

め

る

に

l

f
 

ぬ
、
換
言
す
s

1

層
多
量
|

物

が1

層
I

.

S
 

\

勉
者
に
依
っ
て
彼
方
此
方
に
獲
せ
ら
れ
且
っ
I

的 

多
數
U

非
享
樂
的
怠
惰
者
に
.依
.っ
て
消
費
、せ

倉

、
に 

|

S
ぎ
ぬ」

己
論
じ
去
つ

て
^

る(

r
p
t
。
。
巨

K.e w
a
r
d
e
d

j 

V

0-
13)

。

|

最
後
に
勞
儆
«I
合
に
’卿
し
て
は
、
そ
れ
自

驾
の
み
.，》

\
て
は
‘甚
だ
不
滿
な
れf

、
I

菅

的

た

る

協

間

主

|

義
へ
の
.1

っ
の
道
と
し
て
，
ト

ム

ジ

ン
S

干
の
意
義 

ぐ
を
S

て
f

。
以
爲
ら
く
、
.勞
働
f

は
，失
業
者
を 

救
濟
す
|

得
可
i

傭
主
I

氣
並
れ
專
橫
に
断
す 

る
.
.
®限
た
る
を
得
可
く
、
勞
.銀

を

昇

騰

；
し

利

©
:
を

低

下
 

す

る

を

招

る

で

あ

ら

3
:
c_
:
加袭
そ

は

勞

働

險

級

0
督

S

八
S

修

紙
' 

”カ
ア
ド
ォ
派
tt
.

s
義
f

 _
能
力
を
完
全
に
發
揮
す
る
傾
向
を
促
す
で
：办
ら
う
。
蓋 

し
報
，償
に
關
す
る
諸
問
題
は
、
從
來
勞
働
者
等
が
其
眼
，
 

界
の
及
ば
ざ
る
所
ど

M
惟
し
：た
る
、
M
濟
學
、
統
ff
_
 

V 

.法
制
-、
道

德

哲

學

密

接

に

關

聯

せ

る

故

で

あ

る

。
 

最
後
•に
そ
は
勞
働
漭
を
耀
つ
て
、
凡
.ゆ
る
彼
等
の
方
策 

は
彼
等
に
典
勞
働
の
全
生
齑
物
を
«

«
す
る
に
不
適
當 

な
る
所
以
を
發
鼠
せ
し
め
、
.そ
れ
故
に
彼
等
は
協
問
主 

0

の
經
濟
學
の
敎
義
を
研
究
す
る

の
餘
儀
無
き
に
至
る 

で
あ
ら
う
。
斯
く
て
勞
働
龃
合
は
：勞
働
階
級
の
.勞
飯
並. 

に
智
的
道
德
的
水
準
を
向
上
せ
し
む
る
事
に
於
て
、
其 

企

及

し

将

な

所

を

必

ず

成

就

す

る

で

あ

ら

う

.0
愛

に

於
 

て
か
彼
等
は
、
其
節
釣
せ
る
基
金
を
以
て
眞
の
.地
位
囘 

•復
の
事
業
に
蒋
手
し
、：
先
づ
彼
等
自
身
の
龃
合
製
作
場 

:

を
建
設
す
る
で
め
ら
う
^
^

斯̂
{

て
.
P
.ム
ソV

は
見
明 

細
な
る
龃
織
を
詳
述
せ
る
後
敗
.に
：日
ぐ
^

^
乍
併
勞
働. 

階
級
を
し
て
、
.假
令
如
上
の
組
合
製
作
埸
が
產
業
の
凡 

ゆ
：
部
門
に
設
置
せ
ら
.れ

た

想

定

す

る

も

、
尙
a

.

第

十

八

怨(

ニ
八
|)「

：

雜

錄

ア

ド

介

派

社

，

つ

資

本

主

義

制

度

の

瘅

稗

ょ

^
'
勞

檄

者

を

解

放

す

坷

し
 

き
思
惟
せ
し
め

て

は
：

y

.
ら

ぬ
。
如
柯
ビ
な
れ
ば
彼
等
は

依
然
其
建
物
の
立
て
る

土
地
に
對
し
て
地
代
を
、
SX
に 

其
..使
用
す
る
原
料
に
對
し
て
利
潤
を
"

支

柳

.
ふ

の

義

務
 

を
負
ひ
、
又
依
然
其
賣
買
，取
引
に
於
て
、
資
本
家
の
經 

營
に
懸
.る
同
業
の
敵
對
、1

般
市
場
の
變
動
等
.の
、
凡 

ゆ
る
競
爭
土
の
不
安
に
曝
^
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
愛
に
於 

て
か
是
等
の
組
合
制
作
場
に
所
展
せ
る
勞
働
潑
等
U
、
 

更
に
一
毋
を
進
め
た
る
方
策
に
依
據
し
、
土
地
を
貢
收 

し
、，
農
業
組
合
を
組
織
し
，
.而
し
て
最
後
に
彼
等
相
互 

.の
欲
裂
に
應
す
る
協
㈣
的
生
產
の
社
會
^
形
成
す
る
必 

要
を
發
見
す
る
に
至
る
で
あ
ら
ぅ
::
0
勞
働
の
進
歩
の
道 

程
..は

、

勞

働

龃

合

ょ

り

、
'
知

識

ご

道

德

的

精

神

を

通

じ
 

て
、
相
互
協
向
に
#

る
に
在
6

ど(
L
a
b
o
u
r

 

R
e
v
/
a
a
e
d
,

 

でp.

007
-
9
3
,
w
e
e
r
: 

op; 

CIt. 

p
p
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. 

2
£i
，2
2
7

)

o 

- 

斯
く
て
幾
多
の
紆
餘
曲
折
を
經
た
る
十

ム
ソ

ン
の
M
 

索
の
過
程
は
、

I 

八 

i
l
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r
a
c
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D
i
r
e
c
t
i
o
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雜

錄
 

f
o
r

、

till
仰w

s
t
w
M
l
s
h
m
e
n
t
-

 o
f
r
o
m
m
u
n
i
t
i
e
s

 

に
協
1̂
|

主
_

0
綱
領
を
說
く
に
及
ん
で
' 
其
當
に
I

 

家
可
き
®
地
^
到
達3

た

。

「

勞

働

®
'®
'
に

對

す

る
1

. 

0
缺
艺
乃
至
不
安
楚
は
>
楚
れ
現
存
社
會
の
禍
害
の
裉 

幹
で
あ

.

.

る
o
職
業
の
缺
乏
を
直
瘘
惹
起
す
る
も
の
は
何 

ぞ
や
で
賣
捌
き
即
ち
市
場
の
缺
乏
f

あ
る
。
貨
物
の
生 

產
ぜ
ら
杯
^
.る
時
、
之
を
全
^

®

却
じ
能
は
ざ
る
か
若 

し
く
は
> 生
產
.費
を
償
.ふ
可
き
價
格
に
於
'て

賣

却

し

®

は 

ざ
る
故
に
、
工
業
家
は
永
久
的
な
る
、
且
つ
.利
得
有
6 

. 

職
業
を
興
ふ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
.匡
救
の
道
は
明 

に
.、
■凡
ゆ
る
a

類
の
有
益
な
：る
生
糜
物
に
對
し
て
'確
固
. 

た
る
市
場
を
發
見
す
る
.に
在
る
。
協
间
的
產
業
|]
1

織
.は 

立
を
實
現
す
る
其
方
途
：は
、
全
世
界
，の
外
國
市
埸
を
無 

用

に

穿

盤

し
^-
、
"
結

痛

到

る

處

に

餓

死

に

濒

せ

る

生

產
 

者
讓
0
絕
ぇ
ざ
る
競
淨
の
撒
溢
せ
る
に
8|
然
r-
2
る
が
如 

き
#

無
く
，
適
宜
の
員
數
ょ
ト
成
る
勞
働
階
級
0
往
.意

ォ
派
社
會
主
義
概
論
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ニ
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な
名
題
-F
相
互
©
爲
に
市
®
を
供
給
す
る
、0

-&
ぁ
る
o
換
言
す
れ 

ば
、
衣
食
住
の
如
き
最
ぬ
緊
恶
缺
く
可
か
ら
ざ
る
も
の 

、
總v

を
V

彼
等
飪
身
が
it
#

ff
l

a
に
供
給
'し
合
ふ
の 

で

**
:る
1-
.
;
'
:
ど
0
 

1齣

は

：
、

彼

れ
0

所

謂

刺

已

.を

行

爲

の
 

酿
■

き
せ
る
m

m

 

G
代
位
す
可
さ
、
協
同
主
_

の
.本 

旨
に
準
據
せ
る
新
社
#

科
學
0
:原
理
を
窺
知
せ
し
め
> 

其
理
想
社
會
の
窮
極
を
表
示
せ
る
も
の
で
ぁ
る
。：

ト
ム
ソ
ン
0,
敎
義
©
大
綱
は
、
略
ぽ
以
土
に
盡
き
る
。 

次
節
C

於
て
は
其

®

會

思

想

史

上

に
於
る
地
位
に
關
し 

て
"
總
播
的
考
察
^'
試
み
を
で
办
ら
ぅ
。

七

一
 

'凡
そ
時
を
同
じ
ぅ
す
る
者
の
間
に
於
て
は
，
互
に
相 

關
知
す
る
所
無
く
し
て
'、
自
，づ
か
ら
共
通
類
似
の
思
想 

を
.釀
成
す
る
事
有
る
：可
き
，が
，故
に
、

一

忍
想
象
の
恩
锻 

呀
淵
源
を
適
確
^
究

朋

す

る

は

：
屢

々

離

^
の
_

w
V

れ 

ご
も
、
，ト
ム
ソ
ン
の

場

合

に.於
\
^̂:
公
^

.
'
1
1.
人
0:
啓

示

の
.結
合
-に
依
.
.
^
1 

'

相
瓦
の
像
に
協
办
す
る
事
に
依
vっ
t.
;-
,

を
明
言
-せ
が
故
に
•間
@

は

：
^
:
^
-
的

簡

取

で

あ

は
--
,

K.

ふ
..-
ま
.で
も
無
く
. 

..Bentllam 

及
'
.び
/
: 

O
W
A
n
.
i
.
.

に
-外
：
.“

' 

らg
。

而
し
て
何
が
故
に
彼
れ
が
、」

此
全
然
相
背
馳
せ 

る
兩
®

想
家
の
各
々
^

兆
©

す
る
に
至
り
し
か
は
、
旣
.

に

1

言
せ
る
所
で
あ

る

。

即
t>

彼
れ
は

B
g
t
h
a
m

の
'

ブ
功
利
主
義
的
偷
理
觀
に
地
聽
從
す
れ
ど
も
"
其

政

治

的一 

急
進
主
義
に
は
到
底
不
滿
を
嬢
じ
得
な
い
。
凡
ゆ
る
政 

ー
治
的
急
進
主
：義
は
其
學
«
に
於
ゼ
敁
徹
底
的
自
由
論
ダ
| 

主
張
す
る
。

.
' 

1

切
の
政
府
は
强
雕
な
6

ぜ
恩
料
す
る

“ 

| 

;

然
し
，
.實

際

問

題

に

於

て

は

彼

等

の

自

由

論

は

;:
^
;#
寬

保
 

守
政
策
に
對
ず
る
.反

抗

を

意

味

せ

る

に

過

ぎ

：
ぬ

：:
0

然

る
 

^ :
協
同
的
社
會
主
_

者
は
、
:;
;反
政
府
の
信
條
を
完
全
.

^j 

遵
舉
す
る
。
此
兩
者
各
々
の
國
家
乃
至
政
府
に
對
す
る
：\

 

態
度
办
相
違
^:
、
分
配
に
關
す
る
爽
な
の
見
解
に
道
大

\ 

な
る
軒
輊
を
惹
起
し
‘た
"
即

ち

B
B

t
h

l

:は
保
證
制 

ぃ
度
換
言
す
れ
ば
私
葙
財
產
を
窠
聲
視
し
て
9

生
齑
手
段 

の
：所
有
者
に
地
れ
㈣

子
刹

满
を
#

瞪
す
可
く
、
分
配
を 

管
现
す
可
き
政
府
の
法
律
を
耍
求
せ
る
に
ト
ム
ソ
ン
は

第
1-
八

锻(

ニ
八
1

3雜

錄

”カァドォ辦社办

〇
w
e
n
:
v

に
：學
び.て
平
等
.を
.尊
童
':し
、.，
政

府

の

法

律

：を

、 

否
し
：て
分
配.の
自
然
的
法
則
を
追
求
し
た
。
斯
く
て
ト 

ム
ソ
ン
に
-於
て
は
寸
毫
の
矛
盾
無
く

 

B
e
n
t
h
.
a
m

の
®
 

想

を
0

1

の
社
會
に
實
現
せ
ん
ビ
企
圖
せ
る
も
の 

p

l)
^(

B
e
e
r
”

o
p
. 

d
t

 

p
.

 

2
2
0
)
。

乍
併
若
し
彼
れ
に
し
て
造
ょ
>

1

步
を
進
め
得
ざ
な 

し
ど
.せ
.■ば
> 

敢
て
前
代
の
空
想
的
社
會
主
義
考
€

何
等 

の
撰
ぶ
.所
が
無
炉つ
k

で
め
ら
ぅ
。
然
る
に
彼
れ
が
社 

會
思
想
の
發
達
史
上
特
異
の
*
位
を
占
據
し
得
た
る
所 

以
の
も
の
は> 
假
令
不
微
底
不
完
全̂
る
に
も
せi

、

其
®

想
：を
成
る
.程
度
ま
で
經
濟
學
的
理
論
：の
上
に
支

持
V 

せ

/V
ざ
試
み
作
る
に

依
る)

IS
I
上 

> 苔
人

が

反

複

究

，
明

. 

せ
る
が
.如

く

に

、.彼
邝
は
：騰
々
：其
行
論
0
半
途
に
於
て 

經
濟
學
的
推
理
を
抛
'擲
し
、
最
後
；の
裁
決
を
道
徳
：的
見 

地
.に
.依
つ
て
論
斷
し
た
。
然
レ
兎
も
有
れ
彼
れ
が
リ
カ 

ア
ド
ォ
の
價
値
論
を
中
心W

せ
る
資
本
主
義
經
濟
學
の 

學
现
を
借
り
て
.、，
搔
れ
が
社
會
主
義
的
應
用
を
企
_

せ
'

壬
義
槪
論
 

s

s

.
 

U
1

九



浓す八猞
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八四

)

雜
錄

ヲ
ァ
.ド
オ
派
社
#,
.主
籤
棚
論

第
二
號

3
1
0

る
所
に
、
重
：要
な
る
意
義
は
存
す
る
^
で
あ
る
，
五
ロ人 

は
'必
ず
し
も
彼
れ
の
忠
索
の
矛
盾
»
.着
を
亂
彈
す
る
.の 

要
有
る
を
見
な
い
。
前
人
未
‘蹈
の
燦
地
に
突
入
す
る
者 

の
屢
々
，迷
路
に
彷
德
す
可
き
は
、
[-
3
1ょ
り
其
所
で
あ
る
。
 

唯
だ
其
吾
れ
ょ
り
古
を
爲
す
の
氣
慨
«

り
て
こ
そ
>

e
 

令
自
か
«:
>■を

泥
土
に
签
し
て
敢

-c
著
聞
す
る
所
無

&
 

も 
> 
後
に
到
る
者
の
進
路
^:
し
'て
平
明
な
ら
し
む
る

尊 

今
犠
牲
者
の
使
命
は
迪
も
。
且

つ

夫

れ
F
o
x
w
d
l

は 

日

く

ト

ム
ソ
，ン

0
榮
#

は
：'
.〇
§
1
1~,流

の
協
同
主
義

眞

正

な

る

建

設

者

」

ぢ

爲

す

が

如

：き

は

V

父
.偏

»

の

甚
 

し
き
も
の
芒
し
て
極
力
排
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
眈 

に

M
e
n
g
e
r

自
か
ら
も
謂
へ
ら
く
、「

新
秧
序
の
T

に
於 

て
は
人
類
が
.
全
然
別
個
：の
行
爲
動
源
ょ
り
活
動
す
可 

し
€
期
待
す
る
者
？
換
言
す
.れ

ば

：
吾

人

の

現

在

の

狀

態
 

C

は
異
る
因
果
の
關
係
を
想

.像
す
.る
者
は
、
是
れ
非
科 

學
的
空
想
に
過
ぎ
ざ
る
の
み」

€

(

客g

コ
g
g 

” 

C
P
, 

Git, 

p. 

m
}

o

今
之
を
以
つ
て
.ト
4

ソ
ン
が
其
s L

a
b
o
u
r

 

^
e
w
a
r
d
e
d

;-
©

_

»

c

_

g

«

5

、
.「

本

書

：
の

目

的

と

の
高
唱
に
ぁ
ら
す
し
て
、
：實
に
彼
れ
が
富
0
公
正
な
る
ィ
I

所
は
富
.の

生

產

蓄

積

分

配

：
に

.關

す

る

現

存

社

#

'

'

の

分
配
.

S

間
題
を
提
起
し
、
之
を
し
て
爾
後
の
英
國
經
濟 

學
中
I:
重
要
な
る
地
位
を
獲
保
せ
し
め
れ
る
纸
ー
人
者 

た
.る
に
在 
A j 
t€ (Intr^uctiop to 

M
s
g
e
'
s
《

R
i


ght to 

w
h
ocrProduce 

of Labour, 

p. 

XLVii)
。

五2

.

.

.

..
：
.. 

.

.. 

-

:

:

 

I 

:

人
は
是
れ
に
懂
同
す
る
を
辭
せ
ざ
る
も
の
で
，あ
る
？ 

然
し
他
方
に
於
て
ト
ム
ン
ン
を激
賞
す
る
の
餘
殳
、 

IVIeager 

: 

れ
.を
^
て

泰

學
的
社
'
會

主，義
の

原
烛
をf

變
.し
、：r

層
普
遍
的
な
る
安
樂
ビ
幸
福
に
資 

す

可

新

た

な

る

行

®
の
原
理
を
代
位
せ
し
む
る
に 

在
りj 

V
J

の
：言
辭
€
彼
此
對
照
す
る
時
は
、
蓋
し
思
半 

ば
に
過
ぐ
る
も
ゾ
が
名
る
で
ぁら
ぅ
。
而
し
て
彼
れ
が 

リ
力
ア
ド
ォ
の
價
値
論
に
發
足
し
て
餘
剩
價
値
の
«
念 

を
披
瀝
す
る
に
.至
り
し
.は
、
固
^
.0
其
功
.續

9
至
大
な 

る

飞

の

な

難

：
之
を
以
てマ

ダ
ク
ス
-
派
，の
へ
社
會

主
*

に
於
る
餘
剩
價
値
論
の
地
位
/、

」

對
比
す
る
に
' 
其 

間

^
か
ら
霄
壤
0

杆
格
が
:*
る
。
：：

H

‘ン
：
ゲ

ベ

ス

'
は

道

般
 

の
眞
相
に
言
及
し
て
日
く
、「

リ
カ
ア
ド
オ
の
學
說
を
應 

用
し
て
勞
働
者
に
對
し
"

社
#

の
.全
生
.鹿
物
は
彼
等
の 

勞
働
の
所
®
な
る
が
故
に
;@
:^
«

^
の
所
有
ど
す
可
きj 

，を
明
示
す
る
は
”
直
接
共
產
主
義
に
導
く
事
必
定
で
ぁ
ー 

る
。
然
し
そ
は
同
時
に
マ
，ル
.ク
ス
の
示
せ
る
■如
く
、
經

：
 

濟
學
上
ょ
々
論
ず
れ
ば
形
態
の
誤
-れ
る
も
の
：で
'ぁ
る
。

' 

如
何
^
允
れ
ば
そ
は
眾
に
經
濟
に
遨
德
を
逾
用
す
る
^
ぶ 

:

外
な
ら
ざ
る
を
以
て
U
Vぁ
る
：。
資
本
凍
義
經
濟
學
の
法 

則
に
從
，へ
ば
、
生
產
物
の
火
部
分
は
之
を
劍
_

々
勞
一 

働
翁
に
®

璐
す
る
事
無
し
。

る
が
故
に
恭
し
罟
人
が
一 

「

を
は
不
正
な
り
、
そ
は
：失
當
な
り」

マ

」

言
ふ

に

於

てj 

は
、
そ
は
.何
等
經
濟
學
も
交
涉
を
保
つ
も
の
に
ぁ
ら
す
" 

菩
入
は
唯
だ
此
經
濟

W

象
が
吾
人
の
道
徳
的
愦
操
に

:- 

背
反
せ
る
を
云
爲
す
る
の
み
で
ぁ

る

:0
是
れ
マ
ル
ナ
ス 

が
之
を
以
て
其
共
產
'主
義
的
結
論
の
基
礎
ビ
爲
さ
ず
"

贫十八餘

.

c
i
AJf
i

}
雜

M

.

. j

r̂
y
-7
i
*'#
jf
.
t̂

却

つ
.
て

日

常

吾

人
.
の
.
眼

前
S

展

開

せ

る

資

本

主

義

經

濟
 

組
織
©.
必
然
的
崩
潰
を
論
據 
< 
し
.た
る
所
以
でぁ
る

」

 

J

レ(
E
n
p
-
e
r
s

 

p
r
e
f
a
c
e

 

t
o-

M
a
r
x
w

: Tlie 

P
o
v
e
r
t
y

 

01 

P
h
U
o
s
o
p
h
y
,

 

K
e
r
r
v
e
d
.

 

p
,

 

1
4
)
。

.

吾
入
は
社
#

主
義
經
濟
學
の
_

典
ビ
稱
せ
ら
る
、

マ，
. 

ル
ク
ス
の
資
本
論
が
漸
く
新
約
全
截
r<
:
る
の
M

威
を
失
；
 

M

L
て
、
將
に
舊
約
全
*
た
る
地
位
虹
敬
遠
せ
ら
れ
ん 

ど
す
る
大
勢
を
酬
致
せ
る
今
W
、
，
你

且

っ

*

祖

述

漭

協
 

.
»者
並
，に
追
隨
者
：.の
自
讃
す
る
が
如
き
意
義
に
於
る
S 

「

斜
學
的」

な
る
名
辭
"し
相
當
す
る
や
否
や
を
知
ら
ず

 ̂

雖
尠
く
共
ト

ム
ソ

ン
の
思
想
が
其
*
#
に
於
て
彼
等
 ̂

相
容
.れ
ぎ
る
分
子
.を
包
有
す
る
0

一
W

は
、+安
ん
じ
て 

明
倉
し
.得
る
所
で
ぁ
.る>
耍
之
.ト

ム

y
ン
は
前
代
の
放 

-縱
：

«

る
.空
想
的
社
會
主
義(

に
贿
然
數
摩
を
進
y
 

に
、
尙
所
謂
科
學
的
社
會
主
義
を
’去
各
事
甚
だ
遙
遠
：に 

し
て
、.

畢
竟
前
者
ょ
り
後
者
に
移
る
'轉
期
に
於
て
、
ff
i
 

要
な
.る
：役
.：目

を

演

ぜ

：
し

も

®

ど

見
.る

可

き.で
_あ

、
る

。

：

而

澄 

i
.
: 

S

1



姑十八怨

C
U
A
六)

雑
' 

錄
•

自出主資前

；
 

' 

第
二
號
||
ー三

.し

て

此

觀

寶一

般
に
；之
を
タ
ヵ
ナ
ド
ォ
派
.社
#
主

義

右

0

»
社
會
鈕
織
は
>

«

ら

自

由

主

_

的

觀

念

の

流
 

の
：
總

.
て
の
人
々
.に
擗
充
す
る
を
得
可
く
、
：
就
中
其
患
想
：

行
S
共
に
、
徐
々
：な
が
ら
.も
確
：實
に
市：

民
的
國
家(civic 

の
最
も
ト
ム
ソX
に
近
似
せ
る
はJohn 

G
r
a
y

で

め

s
t
a
t
e
)

ミ
沄
ふ
新
組
織
：に

其

の

地

位

を

讓

>
つ

、
あ
る 

る
0(

未
完)

。

' 

ー.
の
で
：あ
る
。
然
ら
ば
之
ょ
分
も
古
刍
妣
會
龃
織
は
.原
始

^

- 

二 

.的(primitive).

で
'あ
る
か
せ
..云
ふ
■.に

、
決
し
て
一
然
ら
中
.
0

眞
に
原
始
的
な
る
社
會
自
«
に
就
て
は
、
容
易
く
物
語 

h
得
る
も
の

で
は
な
.い
o
併
し
：唯
だ
斯
ぅ
云
ふ
事
丈
け 

は
明
言
し
得
る
。
.即
ち
人
は
，凡
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
社 

I 

:
" 

I

會
に
，生.活
;(
.、.
而
し
て
血
族
關
係
ヒ
.單

純

な

る

近

隣

關 

抑
も
近
代
.の
國
家
は
、
比
類
稀
な
る
文
明
開
化
の
持
.一

係
と
の
離
る
可
ら
ざ
る
情
實(ties of K

I
g
h
f
p

 and 

of 

殊
的
產
物
で
お
る
。
乍
併
此
の
..產

物
は

今

尙

：ほ

形

成

の

simple 

n
d
g
h
b
o
u
r
h
o
o
d
)

が
、
社
會
龃
糨
の
凡
ゆ
る
形 

途
上
.に
あ
つ
て
、
其
の
*
程
0
'ー
 

部
は
社
會
轶
序
の
新
.ぐ

態
：の
基
調
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
唯
だ
最
も
單
純 

舊
.
1
.
ー¥
:理
掏
に
於
け
る
ー
の
闘
#
に
外
び
ら
な
い
。
侬
な
る
社
會
に
於
て
斯
の
如
.き
情
實
關
係
は
、
宗
敎
P
其 

て
今
私
は
ハ
_
の
新
原
理_

^
玆
に
は
取
ら
自
出
主
義
の
他
の
信
仰
に
依
て
强

.固
に
さ

れ
搬
大
さ
れ
て
、
遂
に 

(liberaHsm}

を
指
す

-
を̂
理
解
す
る
便
法
皮
し
て
、
.

は
非
常
な
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.て
單
«
で
.は
あ
る
^
、 

緊
密
な
る
社
#
が
出
來
上
6:
の
で
あ
る
;'
:°'乍
併
血
族
關 

係

e
近
隣
關
係
ど
の
離
る
可
ら
ざ
る
惝
實
比
、
*
だ
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落
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猶
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